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例　　言

1本書は、大和郡山市馬司町452－1－57－1で実施した発掘調査の報告書である。

2　調査は、奈良県西和土地改良事務所による「ふるさと農道緊急整備事業」の事前調査として実施

した。

3　調査期間、調査面積は下記の通りである。

調査期間

［試掘調査］

1999年11月8日～26日

［本調査］

1999年11月29日～2000年3月28日

調査面積

約2000正（試掘面積約500正）

4　調査は、以下の組織で実施した。

現地調査

調査員：山川均（大和郡山市教育委員会　社会教育課）

補助員：束原異希子、谷村其慈、鹿瀬勇也（以上奈良大学）、武田浩子（佐保女子短大OB）

作業員：安西工業（株）

事　　務

大和郡山市教育委員会社会教育課、奈良県西和土地改良事務所、奈良県中央卸売市場管理課、

奈良県農林部耕地課

5　本書は、以下の分担で作成した。

製図・拓本・トレース

岡本智子（奈良大学）、山川

写真撮影

岡本（遣物）、山川（遺構）

執筆

山川（工～Ⅲ章、Ⅵ章）

岡本（Ⅳ・Ⅴ章）

レイアウト

岡本（遺物関係全般）、山川（その他）

編集

山川



6　調査および報告書作成に際し、以下の方々に貴重なご教示・ご指導をいただいた（五十音順・敬

称略）。

伊藤雅和、今尾文昭、江浦洋、大橋康二、岡本広義、小川一雄、川口宏海、北野隆亮、小池香

津江、五味文彦、佐伯俊源、狭川真一、佐藤亜聖、嶋谷和彦、角南聡一郎、高田良信、竹田正

則、立石堅志、中井一夫、中島和彦、中島圭一、橋本久和、畑大介、福田さよ子、藤澤典彦、

藤田裕嗣、村井章介、本村充保、森下恵介、森毅、森村健一、山上雅弘。

7　調査に関わる写真・スライド・実測図および出土遣物は全て大和郡山市教育委員会で保管してい

る。広く活用されたい。

8　現地調査に際しては、地元馬司町の方々にたいへんお世話になりました。記して感謝致します。

凡　　　例

1遺構実測図に示した標高は、東京湾平均海面（T．P）からのプラス値である。

2　遺構実測図中の座標は、国土座標の第Ⅵ座標系に基づくものである。また、図中矢印で示した方

位は座標北を表す。

3　遺物番号は石製品および土製品を除く全てが通し番号になっており、実測図・観察表・図版それ

ぞれの対照が可能である。

4　遣物実測図の縮尺は1／3を基本とし、石製品および土製品が1／2である。なお、火打石は現

物より70％縮小している。

5　遺物実測図の断面は、陶磁器・須恵器がべタ塗り、瓦器・瓦質土器・瓦がアミがけ、土師器は白

抜きとしている。

6　土色および遺物の色調に関しては、『新版標準土色帳』に依拠した。



本　文　日　次

I　調査の契機および経過

Ⅱ　調査地の環境

Ⅲ　遺構

1．中世～近世の遺構

（1）SD－02

（2）SD－04

（3）温13

（4）温14
（5）SD－05

（6）SD－06（A・B）

（7）温07

（8）SD－01

（9）SD－15

（10）SD－07

（11）SD－13

（12）SD－14

（13）小字「堂ノ前」地区の盛土

2．古代および弥生時代の遺構

（1）SB－01

（2）SB－02

（3）SD－17

Ⅳ　遣物

1．中世～近世初頭の土器・陶磁器

（1）sD－02出土遣物

（2）SD－04出土遣物

（3）温13出土遣物

（4）SD－05出土遺物

（5）謎13・14間堤内出土遣物

（6）SD－06A出土遺物

（7）SD－06B出土遺物

（8）SK07出土遣物

（9）SD－01出土遣物

（10）SD－15出土遣物

（11）SD－07出土遺物

（12）SD－14出土遺物

（13）SD－13出土遺物

2．古代の土器および弥生土器

（1）SB－01出土遣物

……………………5

7

7

7

9

9

10

10

12

12

13

13

13

4
　
　
4
　
　
4

1
　
　
1
　
　
1

9
　
　
2
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
9
　
　
9
　
　
0
　
　
3
　
　
5
　
　
5
　
　
6

1
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
4
　
　
4
　
　
4
　
　
4
　
　
4



（2）SB－02出土遺物

（3）SD－17出土遣物

3．その他の遣物

（1）瓦

（2）石製品

（3）土製品

Ⅴ　考察馬司遺跡SD－02出土土器・陶磁器の年代的位置付け

Ⅵ　まとめ

1
　
2
　
3
4
　
5
6
　
7
　
8
9
　
1
0
　
1
1
　
1
2
　
1
3
　
1
4
　
1
5
　
1
6
　
1
7
　
1
8
　
1
9
　
2
0
　
2
1
　
2
2
　
2
3
　
2
4
　
2
5
　
2
6
　
2
7
　
2
8
　
2
9

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図　日　次

周辺地割および調査区位置図（S：1／5，000）

周辺遺跡分布図（S：1／25，000）

額安寺境内における整地痕跡（西より）

若槻環濠完掘状況（南より）

中付田遺跡素掘小満完掘状況（南上空より）

SD－02およびSD－07土層断面図（S：1／40）

SD－04土層断面図（S：1／40）

SD－05・06（S：1／40）およびSX113・14（S：1／60）土層断面図

SX13・14間堤護岸状況（東より）

S粗14とSD－06の接続状況（東南より）

温07遣物出土状況（左：南より　右：東より）

SD－01（S：1／20）およびSX107（S：1／40）土層断面図

SD－15土層断面図（S：1／20）

SD－13およびSD－14土層断面図（S：1／20）

小字「堂ノ前」地区盛土土層断面図（部分）（S：1／40）

SB－01・02およびSD－17平面図（S：1／40）

SB－01柱列断面図（S：1／40）

SB－02柱列断面図（S：1／40）

SD－17土層断面図（S：1／20）

6
　
　
6

4
　
　
4

6
　
7
　
7
　
2
　
5

4
　
4
　
4
　
5
　
6

1

2

3

3

3

6

7

8

9

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

SD－17土器（図49－313）出土状況平面図（上）および立面図（下）（S：1／20）…………………18

SD－021層出土遣物実測図（S：1／3）

SD－022層出土遣物実測図①（S：1／3）

SD－022層出土遣物実測図②（S：1／3）

SD－022層出土遣物実測図③（S：1／3）

SD－022層出土遣物実測図④（S：1／3）

唐津焼碗（120）の休部に残る接合痕

SD－023層出土遣物実測図①（S：1／3）

SD－023層出土遣物実測図②（S：1／3）

SD－023層出土遺物実測図③（S：1／3）



図30　SD－023層出土遣物実測図④（S：1／3）

図31SD－023層出土遣物実測図⑤（S：1／3）

図32　SD－023層出土遣物実測図⑥（S：1／3）

図33　SD－024層出土遣物実測図（S：1／3）

図34　高台内の刻線　左（189）、右（191）

図35　SD－041層および2層出土遣物実測図（S：1／3）

図36　SD－042層出土遣物実測図（S：1／3）

図37　S粗13、SD－05、謎13・14間堤内出土遣物実測図（S：1／3）

図38　SD－06A　出土遺物実測図（S：1／3）

図39　SD－06B　出土遣物実測図（S：1／3）

図40　9ト07　出土遺物実測図（S：1／3）

図41花文のスタンプ（229）

図42　摺鉢外面に残るパケメ（249）

図43　SD－011層および2層出土遣物実測図（S：1／3）

図44　SD－012層出土遺物実測図（S：1／3）

図45　SD－15出土遣物実測図（S：1／3）

図46　SD－07出土遣物実測図（S：1／3）

図47　SD－13およびSD－14出土遣物実測図（S：1／3）

図48　SB－01およびSB－02出土遣物実測図（S：1／3）

図49　SD－17出土遣物実測図（S：1／3）

図50　軒瓦拓影および実測図（S：1／3）

図51火打石実測図

図52　石製品実測図（S7－10＝S：1／2、S－11・12＝S：1／3）

図53　SD－02出土土製品実測図（S：1／2）

図54　唐津焼の分類（S：1／5）

図55　本稿で用いる大和I2型土釜の分類（S：1／5）

図56　馬司遺跡SD－02出土遣物実測図（S：1／3）

図57　AZ87－5　温201出土遣物実測図（S：1／3）

図58　金剛寺遺跡SD－52出土遣物実測図（S：1／3）

29

30

31

32

33

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

46

47

48

49

50

52

53

54

55

56

図59　新薬師寺旧境内第14次（奈良町高畑遺跡）SKTO7出土遣物実測図（S：1／3）……………………58

図60　奈良町北室町遺跡（64BBG48次）SE－16出土遣物実測図（S：1／3）

図61奈良町北室町遺跡SK05出土遺物実測図（S：1／3）

図62　郡山城下町旧奥野家S粗04出土遣物実測図（S：1／3）

図63　郡山城下町旧奥野家S粗01出土遣物実測図（S：1／3）

図64　時期別器種消長図

遺物観察表1－7

表　日　次

73



図　版　日　次

図版1調査区全景空中写真（左が北）

図版2　1調査区東半空中写真（上が北）

2　調査区西半空中写真（上が北）

図版3　1調査区全景空中写真（東上空より）

2　調査区全景空中写真（西上空より）

図版4　1調査前の風景（東より）

2　小字「堂ノ前」地区の土層（北東より）

図版5　1SD－022層遣物出土状況（南より）

2　SD－023層遺物出土状況（北より）

図版6　1調査区東半完掘状況（南西より）

2　調査区西半完掘状況（北東より）

図版7　1SD－02完掘状況（南東より）

2　謎13・14完掘状況（南より）

図版8　1SDqOl・02およびSD－17完掘状況（北東より）

2　SD－17遣物出土状況（東より）

図版9　SD－021層出土遺物および2層出土遣物①

図版10　SD－022層出土遺物②

図版11SD－022層出土遺物③

図版12　SD－022層出土遺物④

図版13　SD－022層出土遺物⑤

図版14　SD－022層出土遺物⑥および3層出土遺物①

図版15　SD－023層出土遣物②

図版16　SD－023層出土遺物③

図版17　SD－023層出土遺物④

図版18　SD－023層出土遺物⑤

図版19　SD－023層出土遺物⑥

図版20　SD－023層出土遺物⑦

図版21SD－041層出土遺物および2層出土遺物①

図版22　SD－042層出土遣物②

図版23　SD－042層出土遺物③およびSXT13、謎13・14間堤内・SD－06A出土遺物

図版24　SD－05・06出土遺物

図版25　温07・SD－011層出土遺物および2層出土遺物①

図版26　SD－012層出土遣物②

図版27　SD－012層出土遣物③およびSD－15出土遣物

図版28　SD－07・SD－14出土遣物

図版29　SD－13・SB－01・02出土遺物および瓦・石製品

図版30　石製品

図版31土製品



I　調査の契機および経過

今回の調査は、奈良県西和土地改良事務所などが計画を進めている「ふるさと農道」建設に伴って

実施されたものである。試掘調査は、1999年11月8日より26日まで工事対象地に3本の試掘トレンチ

（幅4m）を配し、地下遺構の有無確認を行った。その結果、第1トレンチとした東側の調査区域よ

り中世～近世初頭の溝状遺構が数条検出されたため、原因者と協議の結果、この第1トレンチを幅

11mに拡張して本調査に移行した（図1）。その他のトレンチにおいては、中世の耕件関連遺構（素

掘小溝）が検出されたが、残存状況は良好とはいえず、また道路工事に先行する調査のため耕作遺構

の調査に必要なだけの十分な面的調査が困難なこと、さらに周辺住民の工事進捗に対する要望などの

理由から本調査は行わないこととした。

本調査は試掘調査から引き続き行い、2000年3月28日に終了した。試掘調査も含めた調査面積は約

2，000正である（本調査面積約1，500mつ。

口

図1周辺地割および調査区位置図（S：1／5，000）（『大和国条里復元図』No．40に加筆）
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図2　周辺遺跡分布図（S：1／25，000）

（国土地理院1／25，000地形図「大和

郡山」に加筆）

1 馬司遺跡 （今回調査地） 1 1 発志院 ・中城 環濠 2 1 額安寺

2 小南環濠 12 美濃庄遺跡今 倉地 区 2 2 八条環濠

3 豊浦環濠 13 大美濃庄環濠 2 3 宮堂環濠

4 本庄環濠 14 小美濃庄環濠 2 4 小城環濠

5 杉環濠 15 大江環濠 2 5 菅田遺跡

6 丹後庄環濠 16 井戸野環濠 2 6 本柳生環濠

7 稗 田環濠 17 番匠田 中環濠 2 7 新庄環濠

8 番条環濠 18 白土環濠 28 小路環濠

9 筒井城跡 1 9 横田環濠 29 中付田遺跡 ．

10 若槻環濠 2 0 伊豆七条環濠 30 下 ツ道
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I　調査地の環境

図3　額安寺境内における整地痕跡（西より）

図4　若槻環濠完掘状況（南より）

図5　中付日遺跡素掘小蒲完掘状況（南上空より）

ー　3　－

今回の調査地は、東に佐保川が南北に貫流

し、その低湿な氾濫原に接する位置にある。

また、西には報告者がかつて「筒井旧河道」

と仮称した旧河道が、調査地の付近ではほぼ

南北に貫流していたと思われ（山川1996）、今

回検出された中世の遺構群は、これら両河川

に挟まれた自然堤防状の微高地に展開してい

た。こうした地形的条件のため、調査地周辺

には条里地害Uはほとんど遺存しておらず、ご

く一部に正方位の畦畔が存在する程度である。

特に調査区の東側の地割は後に述べる小字

「堂ノ前」地区の方向性に強く規定されている

が、このことは今回の発掘調査により、14世

紀以降から続く傾向であることが確認できた。

調査地の周辺には現存する小字で、先述の

「堂ノ前」のほか、「古屋敷」、「南垣内」、「紺

屋垣内」などの、明らかに集落に因むとみら

れる地名が集中しており、この地にかつて集

落が存在した可能性が強いことを示している

（図1）。ちなみに現在の馬司集落は調査地の

北西約200mにある。

次いで、周辺の主な中世の遺跡について概

観する。なお、これらのうち、図2の右上

（北東）にあたる稗田・若槻～美濃庄にかけて

の既往の中世遺跡の発掘調査成果については

別に詳細に纏めているので（山川・伊藤1997）、

それに拠られたい。

調査地の南西約2kmに位置するのが、鎌倉

時代に馬司荘の領家であった額安寺である

（図2－21）。ごく最近の調査で本堂の裏（北

側）より13世紀前葉にさかのぼる大規模な整

地痕跡が検出された。ここでは瓦の砕片をび

っしりと敷き詰めた上に粘土と砂質土を乗せ

て表面の硬度を増すという、高度な土木技術

が用いられていることが確認されている（図

3）（注1）。馬司荘が額安寺に施入された安

貞2年（1228）（注2）から間をおかず、同寺

境内で大規模な整地が行われているという事



実は、額安寺の再興時期を考える上できわめて示唆的である。

9は、宮符衆徒筒井氏の本拠となる筒井城跡である。ここでは4次にわたる発掘調査が行われてい

るが、その結果13世紀頃より城郭の前身となる集落遺構が見られるようになり（山川1988）、また天

正8年（1580）の織田信長による破城令に際しては、きわめて迅速に武家屋敷地の解体が行われたこ

と（山川1991）などが判明しているが、城郭中心部分の本格的な調査はまだなされておらず、その構

造の具体的な解明は今後の課題となっている。

調査地の周辺にはいわゆる環濠集落と呼ばれる、周囲を溝（濠）で囲った（あるいは過去に囲われ

ていた）集落が多数存在するが、そのうち発掘調査が行われた例として、10の若槻環濠がある。ここ

では18世紀前葉に濠再掘削が行われていたため中世の濠自体は検出できなかったが、それに接続する

溝などから13世紀後葉の遺物が大量に出土しており、環濠の起源がこの時期にあることを示唆してい

る（山川2000a）（図4）。また、現在の集落の位置とは少しずれるが、25の菅田遺跡では発掘調査に

より14世紀中葉から居館の周囲を囲うと思われる大溝が出現し、15世紀後葉には新たな溝が付加され、

16世紀末まで存続することが確認された（小栗1997）。この居館の住人に関しては、先述の筒井氏を

盟主とする戊亥（乾）脇衆と称する武士団に属した菅田氏と考えられる。なお、こうした環濠で囲擁

された居館や集落に関しては、現存する集落も含めて拙稿（山川1999）で紹介・分析を試みている。

中世の耕地に関しては、29の中付田遺跡で13世紀に大規模な条里形耕地の開発が行われたことが判

明しており、その開発過程に関しても拙稿で若干の分析を試みている（山川2000b）（図5）。また、

調査前には条里形耕地となっていた美濃庄遺跡今倉地区（12）では11世紀後菓～13世紀中葉まで存続

した集落遺跡が検出された（山川・伊藤1997）。この集落では溝による区画や囲緯はなされていない

が、調査地の南と南東にはそれぞれ小美濃庄（14）、大美濃庄（13）と称する集落が現存することか

ら、ここでは13世紀の後菓頃に居住域（集村）と条里形耕地の明確な二分化が行われたことが推定し

得る。

【注】

1　大和郡山市教育委員会2001年調査（報告書未刊）。

2　「額安寺円位別当職等譲状」（額安寺古文書後－1）『大和郡山市史史料編』
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小栗明彦1997『天理市菅田遺跡の発掘調査』（現地説明会資料）奈良県立橿原考古学研究所

山川均1988「筒井城第2次　筒井城東門地区発掘調査概報」『大和郡山市遺跡調査概報11』大和郡山市教育委員会

1991『筒井城第3次　森目地区発掘調査概報』大和郡山市教育委員会

1996「筒井城に関する復元的研究」『関西近世考古学研究』Ⅳ　関西近世考古学研究会
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Ⅱ　遺構（全体図は別添）

今回の調査では、弥生時代、飛鳥時代、鎌倉一江戸時代初頭の遺構を確認した。このうち、最も顕

著に認められたのは室町から江戸時代初め、すなわち中世後半から近世初頭の遺構群である。これら

は中世にこの地に展開していた集落の遺構であり、特に集落内部を区画していたと見られる溝を多数

検出した。また、古代の遺構は7世紀後葉を主体とするもので、主なものでは掘立柱建物2棟がある。

後述のようにこれらは正方位を指向しており、一般的な集落の遺構とは異なるようである。このほか、

弥生時代の遺構としては周溝墓と思われる溝が1条検出されている。

1．中世～近世初頭の遺構

調査地周辺は後述のSD－02が人為的に埋められる1620年代以後、あまり間をおかずに耕地化したよ

うであり、耕土最下層（現状では床土）からは初期伊万里の破片が出土する。この際に遺構面は全体

的に数10cmの削平（耕転）を受けており、中世の柱穴等の残存状況はかなり悪い。したがって今回の

調査では集落内の建物の状況等は明らかにすることができなかったので、本項では集落内の区画溝を

中心に報告を行う。

（1）SD－02（図6）

本遺構は、調査区の東寄りで検出された規模の大きい溝状遺構である。幅は最も広い部分で約4m、

狭い部分で約3mを測り、深さは部位に関わらず検出面より1．3m程度である。断面の形状はU字形

もしくはゆるいⅤ字形となる。後述の堆積層（4層）の状況から考えてゆるやかな流水があった可能

性が指摘し得るが、溝の基底面に傾斜が見られないため、流れの方向は不明である。おそらく滞水に

近い状況を考えるべきであろうが、現状の地形や、平行するSD－07（後述）がその基底面レベルから

見て北西→南東方向の流れであったことが明らかなので、この溝も北西から南東方向にゆるやかに流

れていたものと推定される。

溝内の土層堆積状況は、大きく4層に分けることができる。1層は近世耕土の最下層にあたるもの

で、耕地化の際、周囲に比して若干の窪地状となっていた部分に入った土である。この層の形成時期

は、出土遣物（初期伊万里）から考えて17世紀前葉～中葉と考えられるが、それは先述のように調査

地周辺が耕地化した時期を示すものである。2・3層は人為的な埋積土であり、部分的に黄色粘土の

ブロックを包含する。Ⅳ章（1）項で報告する多量の遺物の大半はこの2・3層から出土したもので、

それらから見て、両層には時期差は認められず、埋め戻しは短期間の内に行われたものと推定される。

これらに比して4層は溝の機能時の堆積土であり、砂質土と粘土（地山の崩落土）の混成層である。

遣物はほとんど出土しなかったが、時期は2・3層と大差ないものであった。

溝の方向性は方眼方位の西に対して北に約170振るもので、大和広域条里とは異なる方向性を持つ

点が注目される。もっとも調査地自体、特にその東半部分は現状でも非条里地割で、このSD－02は図

版1などに示すように現状畦畔にその痕跡を明瞭に止めている。それによれば、この溝は調査区の外

までしばらくはこのままの方向性を保ち、その後やや南に屈曲し後述のSD－04の延長と合流するもの

と考えられる。

遺構の性格としては居館の環濠と考えるのが妥当と思われるが、先述の流水状況（滞水に近いゆる

やかな流水）などの条件を勘案すれば、濯漑用の水路を兼ねていた可能性が高い。

出土遣物が示す本遺構の埋没時期は、17世紀初頭（1620年代＝時期の詳細はⅤ章参照）である。

－　5　－
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①黒褐（10YR3／1）重埴土（HC）
②灰黄褐（10YR4／2）重埴土（HC）
③灰（5Y4／1）重埴土（HC）

S　一一

図7　SD－04土層断面図（S：1／40）

（2）SDtO4（図7）

本遺構は、先述のSD－02に調査区外北側で接続すると考えられる溝状遺構である。また、S粗13とは

SD－05（いずれも後述）を通じて接続する関係にある。幅は溝の北端が未検出なので不明だが、検出

部分のみで約2．5mを測り、基底部の最も深い部分で折り返すと3m程度の規模に復元される。深さ

は検出面から約0．7mで、SD－02の半分程度の規模である。堆積土層は大きく2層に分かれるが、いず

れも人為的な埋積土と考えられるもので、両層の間に時期差は見られない。遺物は完形に近いものが

比較的多く出土した。

溝の方向性は方眼方位東に対して北に約5030′振るものだが、検出部位の東端で北に向けて屈曲

する。その延長は、先述のようにSD－02の延長部分と接続したものだろう。溝の基底面にはほとんど

傾斜がなく、水流の方向は不明であるが、後述のSD－05や同06の流水方向を掛酌すれば、東→西の方

向であった可能性が高い。

遺構の性格としては、集落内の区画溝と考えられ、付帯的機能として濯漑機能があったものと考え

られる。時期はSD－02と同様、1620年代に埋没したものと推定されるが、ここからは15世紀末～16世

紀初頭の遣物も出土しており、これらが本遺構の上限を示すものだろう。

（3）SK13（図8下）

平面形が長方形状となるやや特異な遺構である。後述のSX14とは切り合う関係にあり、本遺構の

方が新しい。深さは検出面から約1．3m、幅は約5．3mを測る。断面は逆台形で、1．8mの幅でフラット

な基底面を造る。SXr14とは堤状の施設で画されているが、堆積土層の観察および出土遣物より考え

て、少なくとも本遺構の最終的な機能時期においては、SX－14はすでに人為的に埋積されていた可能

性が高い。先述のSD－04とは後述のSD－05を介して接続しており、時期もこれらと同じ1620年代と考

えられる。遺構の性格としては、貯水施設と考えるのが最も妥当であろう。

（4）SK14（図8上）

S粗13と堤状施設で画される、平面が長方形状の遺構である。幅は約6m、深さは検出面より約1．3

mで、SX－13と底面のレベルが等しい。基底面の幅は約2．3mで、上面幅と共にSX－13を上回る。本遺

構の明確な機能時期は、遺物がほとんど出土しなかったため明確にはできないが、先述のようにSX－

13に切られる関係にあるので、少なくとも埋積はそれに先行することは確実である。また、本遺構は

後述のようにSD－06（A・B）と接続しているが、このうちSD－06Aが17世紀初頭、同Bが16世紀後葉の

時期観が与えられることから、このS粗14の存続期間の一端もこの辺りに押さえることができる。し
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たがって本遺構は埋積時期に差が見られるものの、SX－13とほぼ同時に機能したものと推定してよか

ろう。なお、堤状遺構はこのSX14側に樹枝と木椀を用いた護岸施設が見られた（図9）。堤本体はよ

く締まった砂質土と粘質土を積んだものである。

この遺構の機能については、やはり貯水施設と考えられるが、S賂13とは導水路が異なること、さ

らに両者の間は堤状遺構で仕切られていることなどから、その用途や、あるいは受益者に差異があっ

た可能性が指摘し得る。

（5）SD－05（図8左上）

先述の通り、SX－13とSD－04とを接続する溝である。出土遺物から判断される時期（下限時期）も二

者と同じく、1620年代と考えられる。幅は約2mを測り、長さは約5mである。深さは約0．7mで、

その基底面のレベルはSD－04に等しい。これに比し、SX－13の基底面はSD－05より約0．6m低いので、水

流方向は北→南と考えられる。すなわち、SD－04から分流した水を貯水施設と想定されるSXT13に導く

ための水路がこのSD－05であったものと思われる。したがって本来、SD－04・05間には堰などの施設

が存在した可能性が高いが、今回の調査では末検出である。

溝内の堆積土は、最上層の近世耕土を除くと大きく2層に分かれる。いずれも人為的な埋積土であ

り、時期差は認められなかった。

（6）SD－06（A・B）（図8右上）

幅がもと約2mあったもの（SD－06B）を約1．2mに狭めている（同A）。この際、深さも検出面から

約0．8mあったものが約0．5mと浅くなる。掘り直しは完全に同じ場所に重複するのではなく、一部重

複しているものの、やや北にずれた位置で行われている。時期は、Bの下限が16世紀後葉、Aは17世

紀初頭である。おそらく貯水施設SX14への導水路と思われ、流路の方向は北東→南西と想定される。

図10に示すように本遺構と駄14との間は少し高まりが設けられているが、SD－06の湛水量が一定量に

達するとSX－14内に流れ入る構造になっていたようで、SX－14の基底面北東隅にはSD－06から落ちる水

によって挟られるように侵食された痕跡が認められた。ちなみに、SD－05とSX：13の間にはこのような

高まりは設けられていない。また、本遺構がどの溝から水を引いたものかは発掘区域内では確認し得

なかったが、航空写真（図版1・2）に見る現状畦畔から判断すると、SD－02の北西への延長部分か

ら分流したものと捉えるのが妥当と思われる。

図9　SX－13・14間堤護岸状況（東より）　　　　図10　SX－14とSD－06の接続状況（東南より）
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（7）SXO7（図12下）

幅約7m、深さ約0．7mを測る遺構である。検出部位南側の基底面レベルがやや高いが、これは遺

構南端が近いためと理解される。堆積土の観察より、本遺構は最低2回の掘り直しがあり、その度に

幅・深さともに減じている。遺物は主に最終埋積土より16世紀後半の遺物群が出土している。したが

って本遺構の下限時期はその頃と考えてよかろう。遺構の性格としては先述のSX－13や14と同様、貯

水施設と考えるのが妥当であろう。

なお、SX－07の基底部西半より南北方向の幅30cm程度の細い溝が検出された。この溝の主軸は方眼

方位北に対して西にわずか約20　30′　振るもので、ほぼ正方位を指向しているものと見なすことがで

きる。SX－07自体の主軸をこの溝のものと同じと仮定すれば、調査地において唯一、条里地割の痕跡

を認めることができる遺構である（現状の畦畔もこの付近には条里の南北ラインに一致したものが見

られる＝図1参照）。ただし、この細い溝自体は早い時期に埋没したようで、SXO7本体とどのような

機能的な関わりをもったものかは不明である。

図11SX－07遺物出土状況（左：南より　右：東より）

（8）sD－01（図12上）

幅が3－5m、深さが検出面から約0．7mを測る溝状の遺構である。方向は方眼北に対して約210

30′　東偏するもので、小字「堂ノ前」と呼ばれる、周辺より小高い部分の周囲を画する溝であろう。

出土遺物などから考えて、この「堂ノ前」地区の西側を画する浅い溝状の遺構（別添遺構全体図で

「SD－01B」として表示。今回説明は省略）と接続する可能性が高い。ちなみに両者の間隔は40m弱で

ある。底面はほぼフラットな状態で、流水の方向は不明。遺物は下層（遺物報告の「2層」）を中心

に比較的多く出土しており、それらが示す時期は15世紀の後葉である。
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N→・

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
！＿　l，l　－　i l l　題　I l

①暗褐（10YR3／4）重埴土（HC）

②にぷい黄褐（10YR4／3）重埴土（HC）

③にぷい黄褐（10YR4／3）シルト質埴土（SiC）

④暗褐（10YR3／4）重埴土（HC）

⑤褐（10YR4／4）重埴土（HC）
⑥晴褐（10YR3／4）重埴土（HC）
⑦暗褐（10YR3／3）重埴土（HC）

図13　SD－15土層断面図（S：1／20）

（9）sD－15（図13）

幅1－1．5m（検出部南端でやや拡幅部位あり）、深さは35－50cmを測る細い溝状の遺構である。小

字「堂ノ前」地区の南端に近い部分に掘られている。方向性は方眼西に対して北に約220偏するもの

で、先述のSD－01や同Bとはほぼ直交する関係にある。ただし、本遺構は出土遣物より下限時期を14

世紀未完15世紀初頭におくことができるので、この両者とは時期が合わない。しかしながら、この

SD－05はSD－01B以西には延びないので、SD－01Bと同じ位置にSD－05と同時期の遺構が存在した可能性

は高いものといえる。

水流の方向は、底面レベルから考えて北西→南東方向で、後述のSD－07と同じである。また、この

両者はほぼ平行する位置関係にあり、時期も近似する。ちなみに両者の芯々距離は約9m（30尺＝5

間）を測る。

（10）sD－07（図6）

先述のSD－02にほぼ平行する溝状遺構で、途中2カ所の楕円形の拡幅部分が認められた。幅は、東

から2番目の拡幅部分から西（西半）が110－150cm、東半はやや減じ、60－90cmとなる。深さも西半

が検出面より24－28cmなのに対し、東半では39－56cmと深くなる。また、全体的な傾向から深さは北

西→東南に向けて深くなっており、水流の方向が明確に推定し得る（北西→東南）。さらに西半部分

と東半部分では方向性も若干異なっており、西半が方眼西に対して約120北に振るのに比べ、東は約

170振るものである（この値はSD－02に同じ）。

2カ所の拡幅部分の内、東から2番目のものは長径が約4m、短径が約3mで、深さは検出面より

約0．6mを測り、東から1番目の拡幅部分も規模はほぼ同じである。この拡幅部分は、土層の観察に

よれば一度掘り込みが行われていることがわかるが、これは何らかの施設の抜き取り行為であった可

能性もある。

時期は、人為的な埋積土の中から14世紀末～15世紀初頭と考えられる遣物群が出土していることか

ら、下限をこの頃におくことができる。機能については、区画溝としての機能の他に濯漑水路として

の用途も付加するべきであり、また拡幅部分については、揚水施設等の設置を想定することも可能で

あろう。

－12－



図14　SD－13およびSD－14土層断面図（S：1／20）

（11）SD－13（図14）

幅1．2－2m、深さ約0．5mを測る南北方向の溝状遺構である。方向性は方眼方位北に対し約90西

偏するものである。流水の方向は、先述のSD－06などから考えて北→南とするのが妥当であろう。下

限時期は14世紀後葉である。SD－06に先行して存在した遺構と考えられる。

（12）SD－14（図14）

西側に張り出す形でゆるやかな弧を描く、南北方向の小規模な溝状遺構である。幅約50cm、深さは

約25cmを測る。土層断面図に明らかなように、先述のSD－13の埋没後に掘削されている。時期は、出

土遣物から14世紀後菓～末と推定される。詳細に観察すると、本遺構はSD－06とそれに接続する温14

の東側外周に沿った方向性を有している点が注目され、この点はSD－06とそれに接続する温14の前身

となる遺構の存在を示唆する所見といえる。

（13）小字「堂ノ前」地区の盛土（図15）

小字「堂ノ前」地区では古代および鎌倉時代の盛土が施されていたので、その土層図を1某、提示

する。最上層は重機によって除去した現在の耕作土（島地）であり、ここでは図示されていない。そ

の下が近世の耕作土で、基本的にその直下の盛土（鎌倉時代）を40cm程度耕転することにより生成さ

れたと思われる層である。鎌倉時代の盛土はその近世耕作土の下に20－30cm程度の厚さで残存してい

るが、上面の精査によっても、識別が非常に困難な色調や先述の耕転による削平のため、柱穴等の遺

構を検出することはできなかった。詳細な時期は、遺物が細片に限られるため明確にし難いが、13世

紀前葉一中葉の遣物に14世紀後葉の遣物が混在するようである。このうち後者は未検出の遣構内に包

含されていたものだろうか。

なお、それ以下の土層は古代（7世紀）の盛土である。後述のSB－01・02も本来はこの層の上面から

掘り込まれたものであったが、濃褐色を呈する色調のため遺構の認定が困難であり、今回は本層も除

去した上で古代の遺構を検出した。

以上のように、今回鎌倉時代の盛土を字「堂ノ前」地区で確認したことにより、柱穴等の遺構は未

確認であったが、鎌倉時代にこの地区に何らかの施設が存在した可能性は指摘し得る。また、時代は

下るが、この地区に接するSD－02からは仏具かと思われる瓦質土器や、瓦が出土していることから

（図32・50参照）、この地区にはその名称が示す通り、中世を通じて持仏堂クラスの仏殿が存在した可

能性がある。
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①オリーブ褐（10YR5／4）砂壌土（SL）　　⑥暗灰黄（2．5Y4／2）シルト質埴土（SiC）

②黄褐（2．5YR4／2）砂壌土（SL）　　　　⑦褐（7．5YR4／3）シルト質埴土（SiC）

③にぷい黄褐（10YR5／4）壌土（L）　　　⑧にぷい黄褐（10YR4／3）壌土（L）

④灰黄褐（10YR4／2）シルト質壌土（SiCL）⑨暗灰黄（2．5Y4／2）シルト質埴土（SiC）

⑤浅黄（2．5Y7／4）重埴土（HC）　　　　　⑬灰黄褐（10YR4／2）シルト質埴壌土（SiCL）
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図15　小字「堂ノ前」地区盛土土層断面図（部分）（S：1／40）

2．古代および弥生時代の遺構

（1）SB－01（図16）

東西2間、南北4間以上の南北棟の掘立柱建物である。南側東西柱列は未検出であり、建物はさら

に南側に伸びるものと考えられる。後述のSB－02と切り合う関係にあり、本遺構が新しい。規模は東

西が約3．8m、南北は7．5m以上の規模となる。柱間は1．8－2．0mの間で、ほぼ6尺等間である。柱掘方

は1辺が0．8－1mの隅丸方形で、柱穴の直径は15－20cmである。また柱穴の深さは、検出面から50

cm程度のものが多い。方眼方位北に対し20　20′　東偏しており、ほぼ正方位を指向したものといえる。

時期は、柱掘方出土土器より7世紀第4四半期と考えられる。

（2）sB－02（図16）

東西2間、南北4間の南北棟掘立柱建物である。規模は東西が約3．7m、南北が約6．6mを測るもの

で、後出のSB－01より小規模である。柱間は東西柱列がほぼ1．8mとなるが、南北柱列はやや変則的で、

北から1番目と2番目、さらに3番目と4番目の柱間がそれぞれ約1．9mとなるのに対し、2番目と

3番目の柱間は2．8mと他の柱間より1m程度広くなっている。掘方は南北に長い隅丸長方形状とな

るものが多く、柱穴の直径は15－25cmとばらつきがある。方眼方位に対して約10　東偏しており、

SB－01と同様、正方位を指向している。時期は、柱掘方出土土器より7世紀第3四半期と考えられる。

なお、SB－01・02共に比較的規模の大きい掘立柱建物である上に、正方位を指向している点におい

て特徴的であり、一般的な集落遺跡に伴うものと見るより、何らかの公的建物群の一部と考えるのが

妥当と思われる。また、この遺構がある小字「堂ノ前」地区の古代盛土からは図50－318に示すような

垂圏文軒丸瓦が1点出土していることも、上の推定を裏付けるものと思われる。

（3）SD－17（図16・19）

幅70－140cm、深さ20－35cmを測る、弥生時代後期の周溝遺構である。北はゆるやかな弧を描くが、

南側は他の溝と重複している可能性もあり、平面形状がやや不明瞭である。周溝内より供献に用いら

れたと思われる弥生土器高杯（図49下－313）が1点出土している（図20）。
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43．100m－I

①暗褐（7．5YR2／3）シルト質埴土（SiC）　　⑤淡黄（10YR3／2）シルト質埴壌土（SiCL）

②淡黄（2．5Y8／3）シルト質埴壌土（SiCL）　⑥暗褐（10YR3／3）シルト質埴土（SiC）

③にぷい黄褐（10YR5／3）砂壌土（SL）　　⑦黒褐（10YR2／3）重埴土（HC）

④黒褐（10YR3／2）重埴土（HC）　　　　⑧黄褐（2．5Y5／4）シルト質埴壌土（SiC）

図19　SD－17土層断面図（S：1／20）

A A′

43．300m－I I－

y
O lm

「‥1＿＿＿⊥＿」＿＿＿＿＿⊥＿　L　＿1＿＿」＿⊥＿」」

図20　SD－17土器（図49－313）出土状況平面図（上）および立面図（下）（S：1／20）
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Ⅳ　遺　　物

1．中世～近世初頭の土器・陶磁器

以下の報告では、唐津焼および大和I2型土釜の記述に際して、次の分類を用いる。

唐津焼皿および碗…52ページ図54に示す分類。

大和I2型土釜…基本的には川口宏海氏の分類案（川口1990）。ただしⅢ－2型式に関しては53ペ

ージ図55に示す分類。

（1）SD－02出土遣物

SD－02からは、唐津焼をはじめ土師皿、瓦質土器、土釜等大量の遣物が出土した。1層は近世の耕

土層の最下面で、一重綱目文碗を含むことから17世紀中葉と考えられる。2、3層に関しては良好な

一括資料で、この両層の間に明確な時期差は確認できない。組成から判断すれば1620年代にはおさま

るものといえる（時期の詳細な検討についてはⅤ章を参照）。

遣物の組成上の特徴としては、まず唐津焼の出土量に対して中国製陶磁器や瀬戸・美濃焼が少ない

ことがあげられる。特に志野、織部、黄瀬戸などの日常品以外のものはほとんどない。唐津焼も碗・

皿のいわゆる雑器が大半を占め、茶器と考えられるようなものは極微量である。瓦質土器はこの遺構

でしかみられないような珍しい器種を多く含む。香炉などの仏具と考えられるような製品も多く、本

遺構の性格を表していると考えられる。

なお、当該期の遣物にはいずれも被熟痕跡がみられた。

［1層出土遣物］（図21）

1は伊万里一重綱目文碗である。17世紀中葉。2は胴部を強く屈曲させるタイプ（B2類）の唐津

焼碗である。3は備前焼の壷で茶器として用いられたと考えられる。

［2層出土遣物］（図22－25）

図21SD－021層出土遺物実測図（S：1！3）
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土師皿（4－12）

4－8は直径8cm程度の小型品

で、口緑部には強くヨコナデを施

す。9－11は直径約10cm、器高が

2cm強を測る中型品で、口縁には

煤が付着する。全体的に色調は淡

黄褐色を呈する。12は13世紀代の

土師皿で混入である。



陶磁器（13－52）

瀬戸・美濃焼（13－17）は唐津焼の出土量に比して非常に少ない。13は志野の皿である。復元口径

11．2cmを測り、口緑は端反になる。14は内面に緑粕、外面に鉄絵を施す軟質焼成の碗である。色調は

乳白色を呈する。天日碗は口径に対して器高が低く口縁端部を外反させ、厚く鉄粕を施すもの（15）

口縁が直立ぎみになるもの（16）、器高が6．9cmと高く、口縁直下を強くナデるもの（17）がある。い

ずれも伊藤編年の連房工期に位置付けられる（伊藤1994）。

中国製陶磁器（18、19）も出土量は少ない。18は碁筍底の皿で、外面には芭蕉菓文を描く。内面は

蛇の日和剥ぎになる。15世紀末～16世紀前葉。19は景徳鋲の幡龍文碗で、見込みは饅頭心になる。底

部に銘が入るが、判読不可能である。

20は唐津焼大皿で復元口径34．8cmを測る。底部から直線的に開き、内面に段を有する。見込みには

鉄絵で草花文を描き、胎土日痕が残る。

21－32は唐津焼の碗である。口縁が内攣ぎみになるA類（21－26）、口縁が外反するBl類（27－31）、

B2類（32）がある。21は高台内に「十」字の刻線がみられる。27は内面に筋状の鉄絵が入る。32は

胴部が強く屈曲するもので、やや新しい様相を示している。断面、粕ともに灰白色を皇し、全面に粕

を施す。

33－52は唐津焼の皿である。B類（33－39）、E2類（40～42）、Al類（43－45）、A2類（46）、C類

（47）、Dl類（48）、D2類（49、50）、E3類（51）、F類（52）がある。目跡は胎土日が大半を占める。

38は目跡が直交する形で配されるが、森毅氏はこの胎土日の配置を徳川初期（1615－1622）にみられ

る新しい様相であるとしている（森1997）。48、49は砂目である。48は溝縁皿の初期段階と考えられ

るもので、口縁の溝は凹みがほとんどみられず、端部が突出するのみである。33－35は内面に鉄絵を

施す。50は底部を削り出さず糸切痕が残り、「十」字の墨書がある。この他43にも墨書があるが、判

読不可能である。52は平面方形で、内面には鉄絵で草花文を描く。皿は碗に比べ、同種のものが何枚

かセット関係になるとみられるものが多い。

土釜（53、54）

いずれも大和I2型Ⅲ－2型式の土釜である。53はb類としたもので、復元口径21．0cm、鍔径21．9cm

を測る。鍔は胴部の下位に位置し、底部は偏平になる。54はa類で、復元口径21．2cm、鍔径24．4cmを

測る。53に比してやや胴部の張りが強い。内面にはパケメによる調整が残る。

瓦質土器（55－61）

55、56は鉢である。内面にはいずれも煤が付着する。香炉であろう。55は高台が付くタイプと考え

られるが、底部が摩耗しており164のように台がつく可能性もある。体部は内攣し、口縁は内側に屈

曲させ上端は平坦面を持つ。56は獣脚状の三脚が付く。休部外面にはミガキを施す。57－59は小壷で

ある。復元口径は57が10．0cm、58、59は12．2cmを測る。いずれも休部上方に最大径をもち、口縁を上

方に小さく突出させる。59には内面上部に煤が付着しており、火消し壷として用いられたと考えられ

る。土管（60）は結合部分が受口になるタイプである。61は摺鉢である。口縁には強いナデを施し外

反させ、外面はパケメ調整を消すように斜方向の指頭庄痕が残る。摺目は10条1単位になる。内面に

は横方向の捺痕がみられる。佐藤編年（佐藤1996）のF期、近江編年（近江1994）の6期に該当する

ものと考えられる。
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図23　SD－022層出土遺物実測図（彰（S：1！3）
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［3層出土遺物］（図27－32）

土師皿（62－93）

62－70、72－81は直径7．5～8．5cmを測り、□縁に強いヨコナデを施す。胎土はやや粗い。62－67は

やや上げ底になる。81は見込み部分に墨書がある。判読は難しいが、梵字「年」と思われる字がある。

82－84は直径約9cm、器高は約2cmと深目で、全体に丁寧なナデを施す。85、87、88は直径10－11cm、

底部を不定方向にナデる。口縁に煤が付着するものはこの中型のタイプ（82－85、87、88）である。

71、86、89－93は灰白色の精良な胎土をもち、底部は丸底ぎみになる。大型のタイプ（89～93）は、

直径約12cmを測る。

陶磁器（94－155）

94は瀬戸・美濃焼天日碗である。伊藤編年連房工期。95、96は瀬戸・美濃焼灰粕皿。織部（97）は

1点のみの出土である。脚付の変形向付で、半面に緑粕を掛け、もう半面に鉄絵を施す。

98－100は中国製陶磁器である。98は底部内面がゆるく饅頭心になる青花草花文腕である。99は陶

胎の皿で見込みは蛇の日和剥ぎになる。高台内に墨書の「宗」字がある。100は青磁碗の底部で、見

込み部分に刻印を押す。15世紀複葉－16世紀前葉。

摺鉢は備前焼（102）のほか、丹波焼（101）及び信楽焼の破片がある。丹波焼は5条1単位の櫛描

き摺目が入り断面は四角くなる。大平編年I型式（大平1992）。103は備前焼の壷で、玉線状の口緑を

もつ。真壁編年Ⅴ期（真壁1966～68・84）。

唐津焼は2層と同様、装飾性の強い向付や壷等の茶道具類はほとんどなく、日常雑器と考えられる

碗・血が大半を占める。104－133は碗であり、A類（104－115、117、118、130、131）、B類（120－

129）、C類（116、119）、D類（132、133）に大別される。106、127は高台に刻線がある。115は高台

図26　唐津焼碗（120）の休部に残る接合痕

の削り出しがあまく、極めて純なつくりである。天日形

のC類とした116は小型で口緑を直立させ、端部は端反

になる。白濁粕を掛け、鉄絵を施す。119は鉄粕により

黒褐色を呈する。天日腕を意識していると考えられる。

120は体部に成形時の接合痕を明瞭に残し、口緑部には

大きな歪みがある（図26）。121、123は底部内面に胎土

日痕がある。125、126、128－131は灰白色の粕を高台脇

まで施し、同じく灰白色の緻密な胎土をもつ（B2類）。

132は白濁した粕を厚く掛け、胴部が大きく張り出し、

□縁は強く端反る。上野・高取系の可能性が考えられる。

134～153は唐津焼の皿である。Al類（134、135、137、139、142）、A2類（138）、B類（144－148）、

C頬（143、150、151）、D2類（152）、El類（140、141、149）、E2類（136）、F類（153）に大別で

きる。目跡が砂目のものは148、152の2点のみである。いわゆる溝緑皿は1点（152）のみであるが、

胎土は黄灰色を呈し、器壁はやや厚い。高台内には「十」字の墨書がある。144は胴部の屈曲が非常

に強い。149は胎土日を円形に配している。150、151は見込み部分のケズリが顕著にみられる。153は

口縁が直立するものである。

154は唐津焼小壷で、底径7．0cmを測る。155は唐津焼小碗である。口径6．8cm、器高3．6cmで胴部が強

く折れ口縁は直立する。
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図30　SD－023層出土遺物実測図④（S：1！3）
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土釜（156－161）

いずれも大和I2型Ⅲ－2型式の土釜である。156－158、161はb類、159、160はa類に属するもの

である。156は鍔径／口径は1．06とその比率は小さく、口縁部外面はやや肥厚し鈍い感がある。休部

内面は丁寧にナデを施す。淡黄褐色。157は鍔径／口径は1．13、色調は淡赤褐色で、外面には口縁部

まで煤が付着する。158は鍔径／口径は1．12で、口縁部は直線的に外方に開く。内外面ともに丁寧な

ナデを施す。159、160は鍔径／口径は1．20になる。159は口縁外面が肥厚し、淡黄褐色を呈する。外

面は口縁付近まで煤が付着する。160、161は口緑部のつくりがシャープで、淡赤褐色を呈する。160

は内面にパケメの調整痕が残るが、161は丁寧にナデを施す。
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図31SD－023層出土遺物実測図⑤（S：1／3）
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瓦質土器（162－170）

162～165は鉢で、復元口径は15－16cmとほぼ統一されている。162は内攣する休部をもち、高台が

つく。162は休部が斜方向に立ち上がり、口縁はヨコナデにより直立ぎみになる。164は外側にまっす

ぐ開く台をもち、口縁端部は内側に折り返される。外面上部には丁寧なミガキを施す。柳葉形と半円

形の透しが2つずつはいる。165は裾広がりの台に内攣する休部をもつ。166は火鉢である。内面には

受部が2つ付き、短い三脚をもつ。外面上部には櫛描き波状文を施す。

167、168は摺鉢である。口縁にはヨコナデを施す。168は□縁の反りがややゆるく直線的になる。

体部外面は成形時の指頭庄痕が明瞭に残る。いずれも佐藤編年のF期、近江編年の6期にあたる。

169は平面が方形になる火鉢である。1辺は30cm程度で、四隅に脚がつく。170は瓦質の土釜で、復

元口径29．4cmを測る。体部はゆるやかに内傾し、口緑端部は小さく外上方へ突出させる。口緑外面に

は2本の沈線がはいり、広めの鍔をもつ。

171　［4層出土遺物］（図33）

0　　　　　　　　1Pm

図33　SD－024層出土遺物実測

図（S：1／3）

4層は追物量は少なく、図化可能なものは2点のみである。171は

先に大型とした土師皿で、灰白色の精良な胎土をもつ。172はA類の

唐津焼碗であるが、外面に鉄絵で草花文を描き、器形も整っており、

他のものに比して異質である。

（2）SD－04出土遺物

本遺構はSD－02と接続すると考えられる溝である。遥物量はそれに

比べやや劣るが、同等の資料的価値をもつ一括資料といえる。1層は

遇物量は少ないが、2層との間に時期差は見られない。2層にはSD－

02に比して若干時期が上がるのものも含まれるが、全体の組成から考えれば1620年代に比定できる。

［1層出土遺物］（図35）

173はA類、174はB類の唐津焼碗である。175は大和I2型土釜で、川口編年Ⅲ－2型式（b類）で

ある。

［2層出土遺物］（図35・36）

176は瓦質土器火鉢と考えられ、底部には三脚がついていた痕跡がある。口縁部上面には2本の沈

線がはいる。休部外面は2本の実帯を貼り付け、その間にへラ描きにより斜格子文を施す。177、178

は菅原分類（菅原1983）の大和H型土釜である。やや内傾ぎみの口緑をもち、端部を強くナデること

により外面に段をもつ。178はこの段が沈線状に凹むものである。時期的には16世紀前葉と考えられ

る。

179は備前焼摺鉢である。赤橙色を呈し、内面には放射状および斜め方向の摺目がはいる。真壁締

年Ⅴ期。180は瀬戸・美濃焼天日碗である。休部は高台から斜め上方にまっすぐ開き、口縁は直立し

端部は端反になる。内反高台で、露胎部には化粧掛けが施される。伊藤締年の大窯後I期にあたる。

181はB類の唐津焼碗である。胴部は張り、灰白色の粕が掛かる。182はA類の唐津焼碗である。

183－191は唐津焼の皿である。183はE類で、高台内に塁で「O」を描く。184、186－191はB類で

あるが、184は口緑のナデの範囲が狭く、段が上部に位置する。186は口径に対して高台径が3月cmと
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図34　高台内の刻線　左（189）、右（191）

小さい。187－191は鉄絵による装飾がある。いず

れも平面は六角形になり、そのそれぞれの角の部

分に2本線の鉄絵を施す。185はDl類で目跡は砂

目である。□縁部はヨコナデによりゆるく溝縁に

なるもので、溝縁皿の初期の段階と考えられる。

高台内には「十」字の塁書がある。189、191には

高台内に刻線がある。189は「＝」（図34左）、191

は「≧」と記す（図34右）。

図35　SD－041層および2層出土遺物実測因（S：1／3）
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2，0cm

図36　SD－042層出土遺物実測図（S：1！3）
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図37　SX－13、SD－05、SX－13・14間堤内出土遣物実測図（S：1／3）
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（3）sK13出土遺物（図37）

192は大型の土師皿である。193はB類の唐津焼碗。195は165と同形態と考えられる瓦質土器台付鉢

である。194はB類の唐津焼皿で、鉄絵による装飾がある。196は瓦質土器の碧で、復元口径30．0cmを

測る。口縁は強く外側に屈曲させ、休部上方には細かい櫛描き波状文を施す。これらの遣物は唐津焼

及び瓦質土器の形態から判断して、1620年代のものと考えられる。

（4）sD－05出土遣物（図37）

197は上げ底ぎみになる土師皿で、直径は7．5cmを測る。198は中型の、内面に不定方向ナデを施す

土師皿で、口縁には煤が付着する。199はA類の唐津焼碗。200は瓦質土器鉢で、口縁は内傾し端部を

内側に屈曲させ上端には面をもつ。201は瓦質土器三脚付鉢である。復元口径15．6cm。脚には3条の

刻みを有し獣脚状になる。内面に煤が付着することから香炉と考えられる。202、203は土釜である。

202は川口編年Ⅲ－1型式、203はⅢ－2型式（b類）である。202は内面にパケメが残る。遣物量が

少ないため明確ではないが、17世紀前葉にはおさまるものと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
し－．．．　1　　　　　lll

図38　SD－06A　出土遺物実測図（S：1／3）
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（5）S粗13・14間堤内出土遣物（図37）

遣物は瓦質土器賓の底部（204）のみで

ある。口縁部がないため全体の形状およ

び詳細な時期は不明であるが、16世紀か

ら17世紀前半のものであろう。

（6）sD－06A出土遺物（図38）

205は瓦質土器三脚付鉢。復元口径16．0

cmを測る。脚部は獣脚状になる。内面に

は煤が付着することから香炉と考えられ

る。206は瓦質土器摺鉢の底部で、外面の

パケメ調整がナデ消され、斜方向の指頭

圧痕が残る。佐藤編年のF期、近江編年

の6期に比定される。207は瓦質土器火鉢

である。復元口径26．6cm、器高14．4cmを測

る。断面四角形の三脚をもつ。内面には

成形時の当て具痕が斜方向に残る。
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（7）SD－06B出土遺物（図39）

208－213は土師皿である。208－210は直径7．5－8．0cmを測り、口縁部に強いヨコナデを施す。器壁

は厚くやや上げ底ぎみになる。211は直径8．4cm、器壁が薄く、胎土には雲母を多く含む。212は直径

9．4cmで、底部は上げ底になる。胎土は精良で、淡黄橙色を呈する。213は直径9．8cmとやや大きく、灰

白色の精良な胎土をもつ。

214は青磁腕の底凱見込み部分に刻印を押す。215、216は大和H型の土釜である。215は口縁を内

傾し、端部は内側に屈曲させる（H。型）。鍔上は約2cmと短い。216は休部が直立し、口縁を内傾さ

せた後、端部を外側に折り返して押さえるもの（Hl型）で、灰白色を呈する。

217は大和I2型の土釜で川口編年Ⅲ－1型式にあたる。218は瓦質土器鉢の口縁である。断面形態

は四角形で、2本の突帯を張り付け、その間に雷文の連続スタンプを押す。219は風炉の口縁である。

220は瓦質土器摺鉢の底部。外面にはパケメが残る。佐藤編牛E期、近江編年4期にあたるものであ

ろう。221は瓦質土器の深鉢である。口径30．8cm、器高26．1cmを測り、バケツ形を呈する。

これらの遣物は土釜および瓦質土器摺鉢から16世紀後葉に比定できる。

（8）SX－07出土遺物（図40）

222、223は土師血で、直径はそれぞれ7．7cm、8．2cmを測る。口線のヨコナデは強く、上げ底になっ

た底部との境が溝状に凹む。色調は淡黄褐色である。

224は青磁碗の底部。見込み部に草花文の陰刻を施す。225は備前焼摺鉢の口縁である。端部にナデ

を施し面をもつ。真壁編年のⅣ期にあたる。

図41花文のスタンプ（229）

226は大和H型の土釜。休部は内傾し、□縁部には

ヨコナデを施す。鍔以下には煤が付着する。227、228

は瓦質土器摺鉢である。227は外面を横方向にパケメ

調整した後、それをナデ消す。228は前者よりも口縁

が強く外反し、縦方向のパケメを切って、横方向のパ

ケメ痕が残る。229は瓦質土器の三脚付鉢である。復

元口径13．0cmを測る。外面には花文のスタンプを押す

（図41）。230は瓦質土器浅鉢で、復元口径23．0cmを測

る。内面には横方向の丁寧なミガキを施す。231は瓦

質土器の土管である。結合部は60のような受け部はな

く、やや裾広がりになっておわる。内面には粘土の接合痕が明瞭に残る。

232は土釜である。川口編年大和I2型Ⅲ－1型式。233は瓦質土器摺鉢である。復元口径31．4cm、器

高15．3cmを測る。内攣ぎみの体部にゆるく外反する□縁をもつ。外面はパケメ調整の後、それをナデ

消している。1単位が11条の摺目が入る。

これらの遺物は16世紀後薬に位置付けられる。
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（9）SD－01出土遺物

15世紀複葉に位置付けられる一括資料である。奈良市史跡大安寺旧境内第85次調査のSD－02資料、

および同市元輿寺旧境内・奈良町遺跡第48次のSK－15資料（中島2001）等とほぼ並行するものと考え

られる。

［1層出土遺物］（図43）

234は土師皿である。直径7．6cm。235は瓦質土器風炉の口緑と考えられる。外面に電文のスタンプ

を押す。236は備前焼碧の底部である。

［2層出土遺物］（図44）

237は瀬戸・美濃焼天日腕である。□縁はほぼ直立し、内反高台になる。高台の露胎部分には化粧

掛けを施す。藤澤編年古瀬戸後Ⅲ期。238は青磁碗の底部であるが、高台は一部分残るのみで、大半

は打ち欠かれており、円形加工品（土［陶］製円盤）の末製品である可能性も考えられる。239は備

前焼摺鉢。240は備前焼賓と考えられる。241は信楽焼摺鉢。

242は瓦質土器土釜で、内傾する口縁をもち端部は上方に突出させる。外面には2条の沈線がはい

る。243は瓦質の椀であり、口径11．2cm、器高3．4cmを測る。丸底で、口縁にはヨコナデを施す。器壁

は厚く、焼成もあまい。244は瓦質土器小壷である。休部はまるみをおび、口縁を小さく突出させる。

245は瓦質土器の蓋と考えられる。246は瓦質土器鉢の口縁である。247は瓦質土器火鉢の口縁で、外

面に2条の突帯を貼り付ける。248は瓦質土器風炉の口縁である。

図42　摺鉢外面に残るパケメ（249）

249－251は瓦質土器摺鉢である。249は内攣する口

緑をもち、端部にナデを施しわずかに外反させる。

外面上部には横方向のパケメが明瞭に残る（図42）。

摺目は1単位7～8条である。佐藤編年C期、近江

編年3期に該当するものである。

252－260は土師皿である。252－258は直径約7－

8cm、口緑はヨコナデによりやや外反し、底部は弱

く凹む。淡黄褐色を呈するが、形態からみると赤土

器の系譜をひくものと考えられる。259は底部の平坦

面が広く、復元口径は12．6cmを測る。外面には煤が付

着する。260は復元口径12．8cm、灰白色の精良な胎土をもち、丸底になる。

261－267は菅原分類大和H。型の土釜である。261、266、267は口縁がほぼ直立し、端部のヨコナデ

により外面に明瞭な段を有する。鍔の端部は沈線状に凹む。262－264は内傾する口縁をもつ。263は

内面に5条1単位のパケメを施す。265は鍔上が短く、口縁部を内側に強く屈曲させる。器壁はやや

薄い。268－272は大和I2型の土釜である。268、269、271は口縁部を外方に「く」の字状に強く屈曲

させた後、2段のヨコナデを施す。それに対して、270、272のヨコナデは1段で外面はまるみをおび

る。いずれも上端部には平坦面をもつ。270、271は内面の屈曲点直下にパケメによる調整痕が残る。

川口編午のI－1～エー2型式に属するものであろう。
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図43　SD－011層および2層出土遺物実測図（S：1！3）
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（10）SD－15出土遣物（図45）

273－278は土師皿である。灰

白色系のもの（273、278）と、

赤褐色系のもの（274－277）が

ある。273は直径6．6cmと小さく、

口縁外面はヨコナデにより段を

有する。274、275は底部を押し

上げる、いわゆるへそ皿である。

276、277は平坦な底部をもつ。

276には口縁に煤が付着する。

277は器壁が薄くきれいなつくり

である。278は丸底で、底部外面

に煤が付着する。

279は瀬戸・美濃焼平碗。休部

はゆるく内攣し、口唇部には面

をもつ。高台は削り出しによる。

内面底部には目跡がある。藤澤

編年古瀬戸後Ⅱ期。

280－282は大和H型の土釜で

ある。280は復元口径18．4cmでや

や小型であるが、器壁は厚い。

鍔は口縁直下に付き、胴部はや

や下膨れになる。281は復元口径

20．8cm、口縁は内傾し、端部は

内側に屈曲させ、上端部は凹ま

せる。色調は淡黄褐色である。

282は復元口径26．0cmとやや大き

い。口縁は強く内攣させ、端部

を外側に折り返す。色調は黄橙

色。

283は瓦質土器摺鉢である。復

元口径14．3cm、器高11．6cmを測る。

口縁に幅広いヨコナデを施し、

断面は台形になる。器壁は厚く

灰白色を呈する。佐藤編年のA

期に該当する。

これらの遣物は14世紀末～15

世紀初頭に位置付けられよう。
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図46　SD－07出土遺物実測図（S：1／3）

－44－



（11）SD－07出土遺物（図46）

284－286は土師皿である。直径約7．0cmで、淡赤橙色を呈する。287は土師質の香炉と考えられる。

正面に楕円形の窓が開く。窓部分はヨコナデにより調整するが、それ以外の部分は成形時の指頭圧痕

が明瞭に残る。289、290は大和H2型の土釜である。289は端部上面をヨコナデにより凹ませるが、

290は2本の沈線が入る。鍔より下の部分には煤が付着する。

291は瓦質の土釜である。口縁は内傾し、外面は2条のケズリにより段が付く。内面はパケメ調整。

292、293は瓦質土器摺鉢である。292は外面端部にわずかに面をもち、293は口縁に幅広いナデを施す。

294、295は瓦質土器土釜で、口径は約30．0cmと大型である。口緑の断面形状は四角形で、休部は直立

する。294は口縁外面に2本の沈線が入る。これらの遺物は14世紀末～15世紀初頭に位置付けられる。

（12）SD－14出土遺物（図47右上）

か6は土師皿で、復元口径8．6cm、口縁に煤が付着する。297は川越縮年Ⅳ－D型式にあたる瓦器椀である

（川越1983）。口縁端部に沈線はなく、まるく収める。乃8は大和Hl型の土釜。口縁は強く内折し、端部を外

側に折り返す。鍔は口緑直下に付く。淡黄褐色。いずれも14世紀後菓十末に位置付けられる遺物群である。
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図47　SD－13およびSD－14出土遺物実測図（S：1／3）
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（13）SD－13出土遣物（図47）

299－303は土師皿である。299－301は直径6．5－7．5cm、底部に広い平坦面をもち、器高が低い。色

調は淡黄褐色である。302は底部内面を除き煤が厚く付着する。303は復元口径が9．0cmに対し、器高

は2．8cmと高い。淡赤橙色を呈する。

304は瓦器椀の口縁で、端部にはわずかに沈線が入る。川越編年Ⅳ－C型式。305は瓦質土器摺鉢。

佐藤編年A期。306は大和Hl型の土釜である。298に比して口縁の内折はゆるやかである。307、308

は土師質の鉢と考えられる。口縁はヨコナデ、休部は成形時の接合痕及びナデの痕跡が明瞭に残る。

308は口縁の内攣が強い。309は大和Hl型土釜。復元口径22．2cmを測る。口縁は298同様強く内折し、

鍔はやや下方に付き、幅が広く跳ね上がりぎみになる。色調は淡黄褐色。

上記した遣物の所属時期は、すべて14世紀後葉と考えられる。
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図48　SB－01およびSB－02出土遺物実測図

（S：1／3）
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図49　SD－17出土遺物実測図（S：1／3）

2．古代の土器および弥生土器

（1）SB－01出土遣物（図49上）

本遺構の出土遣物は破片が多く、ここでは時期の判明

するもののみ図化した。310は須恵器杯Bの蓋である。

復元口径16．2cmを測る。311は須恵器杯Gである。握元口

径9．6cmを測る。いずれも飛鳥Ⅳ型式に属するもので、7

世紀第4四半期に位置付けられる（古代の土器研究会編

1992）。

（2）SB－02出土遺物（図49中）

312は須恵器杯Gの蓋である。復元口径は14．2cmである。

飛鳥Ⅲ型式に属するもので、7世紀第3四半期に位置付

けられる。

（3）SD－17出土遣物（図49下）

313は弥生土器高杯である。口径18．6cm、器高18．7cm、

裾径13．1cmを測る。色調は赤褐色を呈する。外面は丁寧

なミガキ、脚内面はパケメを施す。弥生時代後期に属す

る。

3．その他の遺物

（1）瓦（図50）

314－317はSD－02出土遣物、318は小字「堂ノ前」地区

の古代盛土より出土したものである。

314は連珠文軒平瓦で珠文の周囲に圏線を有する。315

は波状文軒平瓦である。316は左三巴文軒丸瓦である。

珠文は18を数える。珠文帯の内外の圏線はない。317は
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図50　軒瓦拓影および実測図（S：1／3）

右三巴文軒丸瓦で、珠文帯内側に圏線を有する。318は古代の重囲文軒丸瓦である。

（2）石製品（図51・52）

大半がSD－02およびSD－04から出土したもので、時期は1620年代である。

S＿1－S6は火打石である。石材はサヌカイト（S－1－4）、石英（S5）、チャート（S6）がある。外周

および稜線上に火打金によると思われる鼓打痕がみとめられる。

S7－S9は砥石（下砥）である。S7は高さ94．8mmを測る。断面形状は四角形で、両面に擦痕がある。

上部には直径1cm弱の穿孔を有する。S8は平面、断面ともに四角形で、両面に斜方向の擦痕がある。

穿孔しようとした痕跡があるが、貫通していない。S－9は断面三角形で、平坦な面のみ擦痕がある。

上部にはやはり直径1cm弱の穿孔がある。

凹み石としたSlOは凹みに顕著な鼓打痕があり、一部には擦痕もみとめられる。用途は不明である。

Sllは砥石（置砥）である。2面に搾痕がある。粘板岩製。

S－12は五輪塔の空輸である。直径15．9cm、高さ10．2cmを測る。下部は浅く削り込みまれる。項部は

尖頭形をなさず平坦面を持つ。花崗岩製。

（3）土製品（図53）

以下に報告する土製品については、D－26を除くすべてがSD－02から出土したものである。D－1～D－26

は土製円盤（円形加工土［陶］器片）である。直径が3cm程度の小型品（D－1－12）、4cm程度の中型

品（D－13－20）、5cm程度の大型品（D－21－26）の3種がある。材質は瓦質土器片（摺鉢片と考えら

れるもの）が大半を占めるが、D－15、16は土師質土器片（土釜か）、D－20、24は陶器片である。打ち

欠き加工の後に研磨を施すものと、施さないものがある。
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D＿27は犬形土製品である。耳は垂れており、目の表現はない。現存長5．1cmを測ることから犬形土

製品としては大型の部類に入ると考えられる。犬形土製品は戦国末から江戸初期にかけて出土例が知

られ、遺構の時期を知るうえで貴重な資料といえる（今尾1992、嶋谷1991）。
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Ⅴ　考　　察

馬司遺跡SD－02出土土器・陶磁器の年代的位置付け

一奈良町近郊遺跡出土資料との対比を中心に－

岡　本　智　子

はじめに

今回の調査ではSD－02から、多量の唐津焼および土釜・瓦質土器・土師皿等の在地土器が出土した。

本遺構の1層は近世の耕土層であるが、2・3層については良好な一括資料と考えられる（注1）。

奈良県下では、17世紀初頭の資料として奈良奉行所跡の濠のものが知られているが（坪之内1989・

1992）、近年確立しつつある中世末～近世初頭の編年に対応し得るような年代的位置付けが行われて

いない。ここでは、現段階で中世末～近世初頭の編年が最も確立していると考えられる大坂城下町の

資料からSD－02資料の年代的な位置付けを行い、次に奈良町近郊における16世紀中葉から17世紀前葉

の土器・陶磁器の様相を探ってみたい。

1．分類

（1）唐津焼の分類（図54）

SD－02資料では、中国製陶磁器や織部・志野などの茶陶と考えられる遺物が極めて少ないため、編
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図54　唐津焼の分類（S：1／5）
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年の指標としては唐津焼を用いるの

が妥当である。そこで、唐津焼を以

下のように分類する。

《碗≫

A類一底部から内攣ぎみにたちあが

るもの

Bl類一口縁がゆるやかに外反するも

の

B2類一胴部が強く張り、口縁がゆる

やかに外反するもの

C類－いわゆる天日形になるもの

D類一体部が強く張り、口縁が端反

になるもの（注2）

《皿≫

Al類一底部から内攣ぎみにたちあが

り、口縁端部をまるくおさめるもの

A2類一底部から内攣ぎみにたちあが

り、外面端部がやや肥厚するもの

B類一体部にケズリを施し、内面に

段を有するもの
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図55　本稿で用いる大和】2型土釜の分類

（S：1／5）

C類一口縁が外反するもの

Dl類一体部内面に段を有し、口縁に強くナデを施すも

の

D2類一体部内面に段を有し、口縁を強くナデ、口縁端

部をつまみ上げるもの（いわゆる溝縁皿）

El類一底部から直線的にたちあがり、口縁端部をまる

くおさめるもの

E2類一底部から直線的にたちあがり、口縁端部外面が

肥厚するもの

E。類一底部から直線的にたちあがり、口縁直下をナデ、

口緑端部内面が肥厚するもの

F類一形態的に装飾性の強いもの（いわゆる向付）

G類一口縁が直線的に立ち上がり、口縁端部を内側に屈

曲させるもの

（2）大和I2型土釜について（図55）

大和I2型の土釜については川口宏海氏により編年案

が提示されている（川口1990）。氏は、「口縁部径が大き

く、休部が大きく張る」ものをⅢ－1型式、「口縁部は

より強く外反し、鍔部は中位からやや下位に」下がり、

「休部最大径は、鍔部と一致する」ものをⅢ－2型式と

した。さらに、それに続くⅢ－3型式は「口径に対して

器高が低く、厚手のもの」としている。

本調査で出土したSD－02資料に含まれる土釜は、おお

むね川口氏のⅢ－2型式の範噂に含まれると考えるが、

この中でも若干の形態上の差異が見られた。本稿ではこ

れを主に口径と鍔径の比率からa類とb類に分類した

（注3）。

a類一胴部には張りを残しつつ、鍔はやや下方に下がる。口径：鍔径の比率は1：1．2前後となる。

b類－a類に対して胴部の張りは弱く、鍔は下位に位置する。口縁はやや斜め上方に向かって開く。

口径：鍔径の比率はおおむね1：1．1となる。

なお、この差異を時期差とすることについては、後述するように、遣物の消長からこれを捉えるこ

とはかなわなかった。型式学的に見て、①口径と鍔径の比率が小さくなっていくこと、②口縁部のつ

くりが鈍くなること等の理由から、b類を次のⅢ－3型式に続くものと考えたいが、現時点において

は型式として独立させることは難しい。
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図56　馬司遺跡SD－02出土遺物実測図（S：1／3）
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図57　AZ87－5　SX－201出土遺物実測因（S：1／3）（森1994より再トレース）

2．SD－02資料の年代的な位置付け

（1）SD－02資料の組成（図56）

まず、SD－02資料の組成を唐津焼を中心に概観する。

碗は口緑が内攣するA類（14）、およびゆるやかに外反するB類（15）が主体をなし、C（16）、D

類（17）が若干混じる。B類は胴部が強く張り、器高が高いB2類が含まれている。これは断面、粕

薬ともに灰白色を呈し硬質な感があり、やや新しい要素と考えられる。皿は内攣するA類（5、6）、
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腰が張るB類（17）、底部から直線的に開くE類（11－13）が主体をなす。さらに、新しい様相とし

て初期の溝縁皿と考えられるD類（10）が含まれる。これは器壁が厚く、口縁の溝は幅が広く浅いも

ので、器壁が薄く、口縁に深い溝が巡る典型的な溝縁皿は含まない。

瀬戸・美濃焼は、伊藤編年（伊藤1994）連房I期の天日碗（20）に志野（19）、織部を極少量含む。

また、櫛描き摺目をもつ丹波焼摺鉢（大平編年工型式）が入る（大平1992）。

土釜（21）は、口縁が強く外反し、胴部最大径付近に鍔が付く。川口編年のⅢ－2型式に属するも

ので、SDlO2資料中にはa類、b類ともに含まれる。

瓦質土器摺鉢（22）は、口縁端部を1－2cm程度外反させるもので、休部外面には斜方向のタタキ

痕が明瞭に残る。なお、口縁の外反がゆるく、直線的になるものもある。

（2）大坂城下町AZ87－5　SX201資料の検討（図57）（注4）

大坂城下町では、森毅氏を中心に唐津焼および中国製陶磁器の組成から、詳細な編年が提示されて

いる。大坂城下町AZ87－5は元和8年（1622）まで船場に存在したとされる魚市場の調査で、SX201資

料は元和6、7年銘木簡が共伴した一括資料であり、1615年の大阪夏の陣焼土層を下限とする「豊臣

後期」（上限は1598年）に後続するものとされている（森1994）。なお、大坂城下町編年上、氏はこれ

を「徳川初期1」と位置付けている（森1997b）。

唐津焼碗はA類（3）、Bl類（2）を主体となし、B2類は含まない。唐津焼皿はAl類（4）、A2類

（5）、B類（6、11）、E2類（7）、F類（10）、G類（9）があり、森氏はこれに先行する1615年以

前の遺物には含まれないものとして、「底部から口縁に向かって直線的にのびる丸皿」（本稿のG類）、

「目跡が口縁部に直交するように配置される皿」などをあげている（森1997a）。

瀬戸・美濃焼では、伊藤編年連房工期の天日碗のほか、黄瀬戸、志野、織部と多様である。中国製

陶磁器（16）は小野分類（小野1982）F群が多数を占める。

（3）SD－02資料の時期

以上のように、陶磁器の組成からみると、大坂城下町AZ87－5SX201資料とSD－02資料は非常によく

似た様相を示す。ただし、前者には唐津焼の碗B2類、皿D類は含んでいないことから、SD－02資料が

若干新しい様相をもつものと判断できる。ところで、SD－02資料には伊万里焼は1点も共伴していな

い。伊万里焼の出現年代を確実におさえうる資料は未だ提示されていないが、森氏によれば、1630年

代には出現するとされている（森1997b）。以上のことから、SD－02資料は1620年代、下っても1630年

代前半には収まるものとすることができる。なお、1620年代に比定できる大和の資料としては、平城

京左京四条六坊十四坪SE－16があげられる（立石・中島2001）。

3．奈良町近郊における16世紀中葉から17世紀前葉の土器・陶磁器

前章でSD－02資料の年代観について述べ、これを1620年代の一括資料として位置付けた。次に、在

地土器の消長と組成の変化を確認するため、16世紀中葉から17世紀前葉における奈良町近郊の土器・

陶磁器の様相を概観してみたい。

（1）各遺跡出土の土器・陶磁器

田原本町金剛寺遺跡SD－52出土遺物（図58）（藤田ほか1988）

金剛寺遺跡では幅8m前後の区画溝が検出されている。これは文献（『続南行雑録』）上に記載され
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図59　新薬師寺旧境内第14次（奈良町高畑遺跡）sK47出土遺物実測図（S：1月）（篠原・立石19∞より再トレース）

る永禄2年（1559）の「金剛寺城」の破却に伴うものとされている。

土釜は菅原分類（菅原1983）大和Hl型（6）、H2型（7）、H3型（8）のそれぞれを含み、大和I2

型（9）は川口編年Ⅲ－1型式に属するものである。瓦質土器摺鉢（10）はやや内攣する休部をもち、

外面にはパケメ痕が残る。口縁端部の伸びはSD－02資料に比して短く、口縁の外反も弱い。瀬戸・美

濃焼天目茶碗（5）は口縁部が直立し、端部は端反りになる。伊藤編年大窯前Ⅱ期に属するものであ

る。

なお、遣物中には16世紀前葉に比定されている川口編年I－1型式の土釜が含まれているが、これ

は溝機能時の遣物と考えられる。大半の遣物は16世紀中葉の溝埋没時に比定し得る。
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図60　奈良町北室町遺跡（64BBG48次）sE－16出土遺物実測図（S：1／3）（中島2001より再トレース）

新薬師寺旧境内第14次SK－07（図59）（篠原・立石1988）

瀬戸・美濃焼灰粕皿（5、6）は内攣するものと外反するものがある。陶磁器は中国製陶磁器の出

土量が少ないが、大坂城下町の石山本願寺期（～1580）の組成に近似する。土釜（9、10）は大和I

2型Ⅲ－1型式のものがある。なお、この一括資料中には大和H型は含まれない。全体の遣物出土量

が少ないため、これと同時期の他の資料にH型が含まれないとはいいきれないが、いずれにせよ16世

紀中にはこの系譜は途絶える。瓦質土器摺鉢（12）は佐藤編年E期にあたるものであろう。

これらの遺物は16世紀中葉から後葉に位置付けられ、金剛寺遺跡SD－52資料に後続する資料と考えら

れる。

奈良町北室町遺跡（64BBG48次）sE－16出土遺物（図60）（中島2001）

元興寺食堂推定地の西側で行われた奈良町内における町屋の調査である。SE－16資料は掘形直径約
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図62　郡山城下町旧奥野家SX－04出土遺物実測図（S：1／3）（山川1999より再トレース）
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図63　郡山城下町旧奥野家SX－01出土遣物実測図（S：1！3）（山川1999より再トレース）

1m、深さ約3．2mを測る井戸から鞘羽口、鉄洋等とともに出土した。

瀬戸・美濃焼碗は灰粕丸碗（1）、内禿皿（2）を含む。天日碗（5）は口縁部が直立し、伊藤編

年大窯後Ⅱ期に属する。青花碗（6）は小野C群の粗製と考えられる。土釜は大和I2型Ⅲ一1型式

に属するものである。瓦質摺鉢（9）は口縁のヨコナデされた部分の直下が強く張るものである。馬

司遺跡SX－07出土資料（図40－228）と同形態のものと考えられるが、後者には休部外面にパケメが明

瞭に残る。今井寺内町遺跡（竹田2000）の天正年間に埋没したとされる濠出土遺物や、天正元年

（1573）銘の墓石を共伴した大和郡山市古屋敷遺跡濠下層出土遺物（関川1991）にもこのタイプがあ

り、16世紀複葉から末の年代観が与えられる。

陶磁器の組成から考えると、おおむね大坂城下町編年の豊臣前期（15釦～1598）に比定できるもの

と考えられるが、大坂城下町ではこの段階に唐津焼はほとんど含まれないとされているのに対し、唐
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津焼（3、4）を含んでいるのが特徴である。16世紀末から17世紀初頭の遺物群と考えられる。

奈良町北室町遺跡SX－05（図61）（篠原1983、立石・森下1986）

元興寺旧境内食堂跡の調査で、先述の北室町遺跡（64BBG48次）の隣接地にあたる。本資料は1辺

約0．6mの方形土坑から出土した。

唐津焼は皿A類（5）、B頸（4）の外、馬司遺跡SD－02で先に新しい要素とした碗B2類（6）を含む。

土釜（8）はⅢ－2型式のb類である。その他、末報告ではあるが初期伊万里も出土しており（注5）、

1630年代頃の遺物群と考えられる。Ⅲ－2型式の土釜と伊万里焼の共伴例として評価できる資料である。

郡山城下町旧奥野家SX－04（図62）（山川1999）

郡山城下町における紺屋跡の調査で、藍婆埋置の基礎と考えられる部分から出土した資料である。

伊万里焼は一重綱目文碗（1）を含む。大和I2型土釜は川口編年Ⅲ－3型式にあたるもので、器高

は13－14cmと低く、器壁は厚い。瓦質摺鉢は摺目が粗く、口縁は外反する。

17世紀中葉の遺物群であろう。

郡山城下町旧奥野家SX－01（図63）（山川1999）

直径約2．8mの廃棄土坑と考えられる遺構から出土した資料である。

前述の遺物群と同様、伊万里焼一重網目文碗（5）や大和I2型Ⅲ－3型式の土釜を含むが、瓦質土

器摺鉢はない。丹波焼摺鉢は口縁の断面形態が三角形である。大平編年のⅣ形式に属するものであろう。

本資料は、17世紀中葉の遺物群と考えられる。

（2）陶磁器の消長（図64）

陶磁器については、まとまった一括資料が少なく、奈良町近郊における特徴的な傾向を提示するに

は至っていない。ここでは在地土器の年代的位置付けを行うに際して、大坂城下町の編年を基に特徴

的な遺物の消長を述べたい。

16世紀中葉の金剛寺遺跡SD－52では伊藤編年大窯前Ⅱ期にあたる瀬戸・美濃焼天日腕を含む。16世

土　　 釜 瀬戸・美濃天日碗 肥　　 前 瓦質措鉢
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紀末から17世紀初頭の北室町遺跡SK「08に至って大窯後工期のものが出現し、馬司遺跡SD－02では連房

期のものに移行する。唐津焼は北室町遺跡SKT08には含まれているが、中国製陶磁器および瀬戸・美

濃焼の組成をみると、この資料は大坂城下町の豊臣前期段階に近いものと考えられる。しかし、唐津

焼を含んでいることからそれに若干後続する段階のものである可能性がある。いずれにせよ、この後

の段階の一括資料中には唐津焼が確実に含まれる。馬司遺跡SD－02資料では先述したように溝縁皿の

初期段階と考えられるもの（D2類）があるが、伊万里焼が出現するのは北室町遺跡SXrO5資料以降で

ある。旧奥野家S粗04および温01資料は一重網目文碗等の初期伊万里とされる一群を含んでいる。

（3）在地土器の年代的位置付け（図64）

土釜

1559年を下限とする金剛寺遺跡SD－52出土遺物では、大和H型および大和I2型Ⅲ－1型式の土釜を

含む。大和H型は16世紀後葉のうちにはその系譜が途絶える。I2型は16世紀末～17世紀初頭と考え

られる北室町遺跡SE－16出土遣物の段階では依然Ⅲ－1型式であるが、馬司遺跡SD－02資料の段階では

Ⅲ－2型式のみの組成となることから、17世紀初頭のうちにⅢ－1型式からⅢ－2型式への転換が起

こるものと考えられる。Ⅲ－3型式の出現は初期伊万里にややおくれて17世紀中葉で、伊万里一重綱

目文碗と共伴する。なお、I2型土釜は17世紀後半には消滅する。

瓦質土器（注6）

摺鉢は16世紀中葉の段階では体部がやや内攣ぎみになり、口縁端部の伸びは短い。外面にはパケメ

が残る。16世紀後葉には口縁のヨコナデ部分の直下が強く張り、口縁部を強く外反させるものがある。

これにも依然外面にはパケメが明瞭に残る。これは先述したように今井寺内町遺跡や、古屋敷遺跡の

天正年間の濠からの出土例がある。1620年代の馬司遺跡SD－02出土資料には口縁端部の伸びがやや長

くなり、またそのなかには口縁があまり外反せず直線的になるものも存在する。郡山城下町旧奥野家

のSXO4資料にはSD－02資料よりも摺目が粗く、より退化した傾向を示すものがある。これは先述した

Ⅲ－3型式の土釜や、伊万里焼一重網目文碗を共伴するが、これが瓦質摺鉢の最終段階と考えられる。

なお、郡山城下町旧奥野家SX－01資料は、同じくⅢ－3型式の土釜、伊万里焼一重綱目文碗を含み、

SX04とほぼ同時期の資料と考えられるが、瓦質摺鉢は含まれていないことから、S粗04出土のものは、

瓦質摺鉢の消滅にかなり近い段階と考えられる。

摺鉢以外の器種では、16世紀末から17世紀にかけて非常に多様な器種が出現するが、これも17世紀

中葉には碧等の一定の器種に限定されるようになる。

おわりに

以上、SD－02資料の年代的位置付けを行い、16世紀中葉から17世紀前葉にかけての奈良町近郊の土器・

陶磁器の様相を略述した。奈良町近郊では、これまでこの時期の良好な一括資料に恵まれず、暦年代が

ある程度判明する資料も、永禄年間の金剛寺遺跡SD－52資料、天正年間の古屋敷遺跡および今井寺内町の

濠出土資料などに限られ、それより新しい段階のものは知られていなかった。すなわちSD－02出土資料は、

大坂城下町とのクロスチェックによって1620年代という具体的な時期を提示できるという面で、極めて

高く評価できるものといえよう。奈良奉行所跡の濠出土遺物について坪之内氏は織部・志野等の茶陶類、

中国製陶磁器が少ないことを特徴としているが（坪之内1992）、これはSD－02資料にも共通している。今後

の資料の増加により、奈良町独自の様相も明らかになることが期待される。
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【注】

1　以下、SD－02の2・3層出土遺物を「SD－02資料」として記述する。

2　碗D類に関しては上野・高取系陶器の可能性も考えられるが、未確定のためここでは分類に加えた。

3　口径と鍔径の比率から指数を求める方法に関しては中島和彦氏（奈良市埋蔵文化財センター）のご教示を得た。

4　森毅氏（（財）大阪市文化財協会）のご厚意により資料実見の機会をいただいた。

5　中島和彦氏のご厚意により資料実見の機会をいただいた。

6　瓦質土器の年代観に関しては佐藤亜聖氏（（財）元興寺文化財研究所）のご教示を得た。
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Ⅵ章　まとめ

以下に、今回の調査で得られた知見、およびその評価の主たるものについて略記する。

まず中世の馬司集落については、13世紀後菓頃に原型が形成され、15世紀後葉に溝が大規模化する

など、集落構造の著しい改編が認められることが判明した。こうした集落構造の改編は、在地領主

（武士）の権力増大と、それに伴う戦乱に備えるものであろう。これらの溝のうち最も規模の大きい

SD＿02は在地領主の館の周りを取り囲んでいたものと思われるが、それらは1620年代には埋め戻され

る。これは、この時期に在地（農村）に至るまで近世幕藩体制が浸透したことに伴い、武力の象徴と

もいえる大溝が強制的に埋められた事実を物語るものだろう。また、ここから出土した多量の唐津焼

のほとんどは、まだ使えるものを意図的に打ち欠いていたが、これなども従来の在地領主の富や権力

を否定しようという、近世幕藩体制の在地に対する姿勢を示している。

また、このほか、条里地割に整合する遺構がSXT07の下部に掘られた細い溝のみであり、その他の

中世の遺構がすべて非条里の方向性を有していたことが著しい特徴としてあげられる。本遺跡では、

14世紀後菓～末頃にまとまった遺構が現れるが、字「堂ノ前」地区の盛土中には13世紀中葉の瓦器椀

の破片を包含しており、この部分のみはやや古い時期に何らかの利用（後述）がなされていたようで

ある。今回検出された遺構のうち、特に東半の溝群の方向性は明らかにこの字「堂ノ前」地区の方向

性に規制されており、その傾向はこの集落が終焉を迎える1620年代まで変化することなく継続する。

以上のように、今回検出された集落の中核的存在である「堂ノ前」地区だが、その規模は、SD－01

aと同bの芯々距離が約40mで、南北は調査区外だが、現在の地形で判断すれば80m程度と推定し得

る。ただし、残念ながらⅢ章で述べたように今回の調査では耕作による削平などのため、盛土以外の

顕著な遺構は確認することができなかった。しかし、その性格を考える上できわめて興味深い史料が

存在する。鎌倉時代の高僧、叡尊（1201－90）の自伝『金剛仏子叡尊感身学正記』（以下『学正記』）

仁治3年（1242）条がそれである。やや長くなるが、以下に引用する（読み下しは細川源一氏による

［細川1999］）。

正月、忍怪また日く、「馬司の乗栓、また七宿別供養の後、惣供養を遂ぐべきの願を発す。この

願を成ぜんがために、父母親友に勧めて、四恩講を始む。関白のために下向すべし」と云々。か

の願に随喜して、馬司に下向す。ちなみに、額安寺住学春（善春房）は、菩薩戒を受けんがため

に、かの家に勧請す。十八日をもって、かの持仏堂弥陀如来の御前において、廿五人に菩薩戒を

授く。…（中略）…二月上旬、額安寺の前屋において、梵綱経古速を開講す。十二日、持仏堂に

おいて五十四人に菩薩戒を授く。当家の末子の童子（字は松石）、出家の志しあり、父母、これ

を許す。十三日、本寺に帰る。十六日夕方、松石童子来る。三月十日、舎弟源景親の息、蔓殊童

子とともに、同時にともに剃髪し、五戒を授く（松石は信空慈道房と名づく。垂殊は信玄常忍房）。

…（以下略）

以上の記述のうち、まず「馬司の乗詮」という人物については、細川源一氏は当時額安寺領の荘園

であった馬司荘の荘官であったものか、としている（細川1999）。乗詮は忍性の非人宿ごとに文殊画

像を安置するという救済事業に共鳴し、自らも1枚文殊画像を図絵して非人宿への安置を希望するほ

どの熱心な信者である（『学正記』仁治2年条）。当時、叡尊の外護者としてこのような在地の有力者

がいたことは注目に値するが、その乗詮が居住していた場所が馬司であった。また、額安寺の学春と

いう僧が叡尊を招いた場所であるが、それが馬司にあった乗詮に関係する場所であるのか、あるいは

額安寺近辺の家なのか文脈から読み取りにくいが、前者ならば叡尊が招かれた持仏堂は馬司に存在し
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たことになる。この場合、その有力な候補地として浮上するのが、今回の調査地にも含まれる字「堂

ノ前」地区で、その中でも特に盛土や溝によって周囲から区別された一角といえよう（図1参照）。

この場所は13世紀から盛土がなされていたことが確認されており、時代こそ下るものの、周囲の溝か

らは明らかに仏具と考えられる瓦質土器の一群が出土している（図25など参照）。想像をたくましく

すれば、ここに乗詮の屋敷（細川氏の推定のように乗詮が馬司荘の荘官であれば、そこは公的な意味

合いもある施設といえよう）が存在し、その一角に持仏堂や学春一家の住房があったのではなかろう

か。

その後、この在地有力者（乗詮の後裔であろうか）の屋敷地を核として集村が形成されて行くが

（今回の調査では遺構の面では溝の集中的掘削として認識された。時期は、14世紀以降）、それが大和

盆地通有の条里形地割に規制されたものでなかったという点は、当時ここが一種の聖性を帯びた土地

と認識されており、条里の施工などで破壊してはならない存在と考えられていた可能性を示すものか

もしれない。こうした意味から、調査地周辺の地名に「紺屋垣内」、「火打」、「エビスヤ」、「念仏塚」、

「結線」などの職能的、あるいは聖的地名が多見されることには注意を要する（図1参照）。また、そ

もそも乗詮自身が文殊供養に異様に熱心であることにも一定の注意を向ける必要がある。大和におけ

る条里制は、主に13世紀後菓～14世紀にかけて面的に施工されると考えられるが、その際に集落もま

た濯漑の要として計画的な配置がなされる（山川1998・2000）。今回の調査は、こうした耕地や集落

の再編に組み込まれないムラが存在した、ということを発掘資料から示したという意味においても画

期的といえる。ただし、こうしたものの具体的な性格については、なお今後慎重な検討を要するであ

ろう。

最後に、「馬司」という地名について触れておきたい。この一風変わった地名については、服部英

雄氏により馬寮田に伴う地名であるという指摘がなされている（服部1986）。延久2年（1070）「興福

寺雑役免坪付帳」（注1）記載の、当時興福寺の寺領の一部であった諸司要劇田畑の中に馬寮田が含

まれている。もちろん馬寮田の全ては本史料からは伺えないものの、そのうち5つが現在の馬司地名

が残る場所と一致することが確認されている。また、馬司地名は下ツ道や横大路に沿って存在するも

のが多いことから、服部氏は「寮田は全てが寮米を納める水田だったのではなく、何らかの施設が置

かれていたこともしばしばあったのであろう」とも指摘している。

今回の調査地は延久の「興福寺雑役免坪付帳」には記載されていない場所で、また該期の遺構や遣

物も未確認だが、7世紀後葉の正方位を指向する建物や重圏文軒丸瓦が検出されていることから考え

て、ここに何らかの公的施設が存在した可能性は高いものと考えられる。今回の検出遺構は時期的に

やや古すぎるきらいはあり、古代の職制地名の可能性も当然考慮せねばならないが、先の服部氏の指

摘は、この7世紀後葉の遺構を理解する上できわめて示唆的なものといえよう。

【注】

1『平安遺文』9－4639・4640

【参考文献】

服部英雄1986「松笠考」『遥かなる中世』7　中世史研究会

細川源一1999『感身学正記1』（脚注）東洋文庫

山川均1998「中世集落の論理」『考古学研究』45・2

2000「大和郡山市中付田遺跡の発掘調査」『条里制・古代都市研究』16
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計　測　値（cm） 色　調 備　　考

S D－02

肥前磁器染付碗

唐津碗

備前壷

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

皿
　
皿
　
皿
　
皿

師

師

師

野

土
　
土
　
土
　
志

瀬戸・美濃碗

瀬戸・美濃天日碗

瀬戸・美濃天日碗

瀬戸・美濃天日碗

青花皿

青花碗

唐津大皿

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津四方皿

土師質土釜

土師質土釜

復高（4．0）

口（11．0）高（6．2）底（4．6）

口（8．3）高（1．1）

口（8．1）高（1．3）

口（8．2）高（1．4）

口（8．5）高（1．3）

復口（9．4）高（1．7）

口（10．2）高（2．0）

復
復
復
復
復
復
復
復
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口
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高
　
高
　
高
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）
　
　
）
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4

2
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1

　

1

　

0

　

）
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l

　

1

　

0

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

（6．9）底（5．0）
）

　

　

）

　

　

）

　

　

）

3

　

7

　

9

　

　

7

6

　

6

　

6

　

2

（

　

　

（

　

　

（

　

　

（

底（5．0）

底（4．7）

底（4．4）

底（4．2）

口（34．8）高（8．7）底（10．0）

（10．6）高（6．2）底（4．4）

（10．6）高（6．6）底（4．4）

口（11．0）高（7．2）底（4．6）

復口（11．8）高（6．2）復底（4．4）

復口（10．6）高（6．8）復底（4．0）

復口（10．6）高（7．1）復底（4．6）

復口（11．2）高（6．8）復底（5．0）

口（11．0）高（7．2）底（4．6）

復口（10．2）高（7．3）復底（4．0）

復口（10．6）高（7．5）復底（4．6）

復口（10．2）高（7．2）復底（4．0）

復口（10．6）高（7．7）復底（4．6）

口（13．1）高（4．4）底（5．4）

復口（12．0）高（4．0）底（5．0）

口（12．0）高（3．7）底（4．0）

復口（11．6）高（4．1）底（5．2）

復口（12．4）高（4．2）底（5．6）

復口（12．6）高（3．6）底（3．9）

口（13．6）高（3．7）底（5．4）

口（9．2）高（2．7）底（3．4）

口（9．2）高（2．7）底（3．2）

復口（11．2）高（2．8）底（4．4）

復口（12．0）高（4．1）底（4．0）

復口（10．8）高（3．1）底（3．8）

復口（12．8）高（2．8）底（5．6）

復口（9．4）高（2．9）底（4．2）

復口（12．0）高（2．9）復底（4．4）

復口（12．2）高（3．3）復底（4．2）

復口（13．2）高（2．8）復底（4．6）

口（13．4）高（3．4）底（5．1）

口（13．3）高（3．4）底（4．0）

口（11．5）高（4．2）底（5．2）

復口（21．0）高（13．3）最大（21．9）

復口（21．2）高（13．8）最大（24．4）

N8／1灰自

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）5Y6／1灰

2．5Y6／1黄灰

10YR8／2灰白

10YR7／3にぷい黄橙

7．5YR8／3浅黄橙

10YR7／3にぷい黄橙

7．5YR8／3浅黄橙

10YR8／1灰白

10YR7／2にぷい黄橙

10YR8／2灰自

2．5YR5／6明赤褐

（和）5Y8／1灰自（断）10YR8／2灰白

2．5Y8／2灰自

（軸）5YR4／4にぷい赤褐（断）10YR8／2灰自

（粕）10YR2／2黒褐（断）2．5Y7／1灰白

（粕）5YR2／1黒褐（断）10YR8／1灰自

（断）7．5YR6／4にぷい橙

（和）5Y6／2灰オリーブ（断）10Ⅵ貯／3にぷい黄橙

（粕）7．5Y4／3時オリーブ（断）5YR5／4にぷい赤褐

（粕）7．5Y6／1灰（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）2．5Y6／1黄灰（断）10YR6／3にぷい黄橙

（粕）7．5Y4／3時オリーブ（断）10YR6／2灰黄褐

（和）5Y6／1灰（断）2．5Y6／2灰黄

（粕）7．5YR6／3にぷい褐（断）10Ⅵ17／4にぷい黄橙

（粕）5Y6／1灰（断）2．5Y7／1灰自

（粕）2．5Y6／1黄灰（断）10YR6／3にぷい黄橙

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）10YR6／2灰黄褐

（粕）5Y8／1灰自（断）5YR5／4にぷい赤褐

（粕）10Y6／1灰（断）5Y6／1灰

（粕）7．5Y7／1灰自（断）2．5Y8／1灰自

（粕）10Ⅵ捕／3にぷい黄褐（断）10Ⅵ貯／3にぷい黄褐

（粕）5Y5／2灰オリーブ（断）1m6／2灰黄褐

（粕）5Y5／2灰オリーブ（断）10YR6／3にぷい黄橙

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）7．5YR6／3にぷい褐

（粕）5Y7／1灰白（断）7．5YR6／3にぷい褐

（粕）N8／0灰自（断）2．5Y6／2灰白

（粕）10Ⅵ16／3にぷい黄橙（断）10Ⅵ訂／3にぷい黄橙

（粕）5Y6／1灰（断）10YR6／2灰黄褐

（粕）5Y7／1灰白（断）10YR7／3にぷい黄橙

（粕）7．5Y6／2灰オリーブ（断）10YR6／1褐灰

（粕）2．5Y8／1灰自（断）5YR5／4にぷい赤褐

（粕）7．5Y5／3灰オリーブ（断）10Ⅵ祖／3浅黄橙

（粕）7．5Y7／1灰自（断）10YR7／2にぷい黄褐

（粕）5Y4／6暗オリーブ（断）7．5Ⅵ迅／2にぷい赤褐

（粕）m／3暗オリーブ（断）10YR6／2灰黄褐

（粕）2．5GYオリーブ灰（断）10YR6／2灰黄褐

（粕）2．5Y6／3にぷい黄（断）10Ⅵ貯／3にぷい黄橙

（粕）5Y5／2灰オリーブ（断）10YR6／3にぷい黄褐

（粕）2．5Y6／2灰黄（断）10YR6／3にぷい黄橙

（粕）2．5Y6／1黄灰（断）2．5Y5／1黄灰

10YR8／2灰自

10YR8／2灰自

一重綱目文

高台に糸切痕、細砂付着

ロクロ成形

口縁に煤付着

口縁に煤付着

口縁に煤付着

内面に緑粕

連房I期、高台に糸切痕

連房工期

連房工期

碁笥底、底部内面蛇ノ日和剥

景徳鋳、幡能文

鉄絵

高台内に刻線及糸切痕

高台に目跡痕

高台に目跡痕

高台に糸切痕

高台に糸切痕

細砂付着

胎土日（3）、鉄絵

胎土日（4）、鉄絵

鉄絵、高台に糸切痕

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

胎土日

）

　

　

）

　

　

）

　

　

）

　

　

）

4

　

4

　

4

　

3

　

4

（

　

　

（

　

　

（

　

　

（

　

　

（

鉄絵

高台内に墨書

胎土日

砂目

砂目

砂目、高台に墨書及び糸切痕

胎土日（4）

鉄絵

大和I2型Ⅲ－2型式

大和I2型Ⅲ－2型式

表1　遺物観察表1
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瓦質鉢

瓦質脚付鉢

瓦質小壷

瓦質小壷

瓦質小壷

瓦質土管

瓦質摺鉢

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

瀬戸・美濃天日碗

瀬戸・美濃灰粕皿

瀬戸・美濃灰粕皿

織部向付

青花碗

青花皿

中国製青磁碗

丹波摺鉢

備前摺鉢

備前壷

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗
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釦
釦
釦
釦
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高（7．6）底（8．6）

高（8．2）

高（8．7）

（12．2）高（12．7）

（20．2）

高（15．0）復底（13．6）

口（8．1）高（1．5）

口（7．6）高（1．4）

口（8．8）高（1．4）

復口（8．2）高（1．4）

復口（8．3）高（1．4）

口（8．9）高（1．2）

復口（8．2）高（1．0）

口（8．6）高（1．0）

口（8．4）高（1．4）

復口（8．4）高（1．6）

復口（8．0）高（1．4）

復口（8．6）高（1．3）

口（8．5）高（1．4）

口（8．2）高（1．5）

口（8．2）高（1．7）

復口（8．3）高（1．4）

復口（8．2）高（1．5）

口（8．2）高（1．5）

口（8．2）高（1．4）

口（7．8）高（1．6）

口（8．8）高（1．8）

口（9．1）高（2．0）

口（8．8）高（2．0）

復口（10．0）高（2．0）

復口（9．8）高（2．1）

口（10．6）高（2．1）

口（11．2）高（2．2）

口（11．6）高（2．1）

口（11．8）高（2．7）

復口（11．8）高（2．7）

口（12．2）高（2．5）

口（12．2）高（2．4）

復
復
復
高
復
　
口
　
底

口
　
復
復
復
復
復
復
復

口（11．6）高（8．0）底（4．8）

口（11．6）高（2．6）底（6．4）

口（11．4）高（2．9）底（6．4）
）94（

口（10．8）高（5．5）底（4．8）

（10．6）高（2．8）底（5．0）
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（断）10YR8／2灰自

（断）10YR8／2灰自

（断）2．5Y7／1灰自

（断）5Y7／1灰自

（断）2．5Y6／1灰

（断）5Y8／1灰自

（断）2．5Y8／1灰自

1m7／3にぷい黄橙

10YR8／3浅黄橙

7．5YR7／4にぷい橙

10YR7／3にぷい黄橙

10YR7／3にぷい黄橙

10Ⅵ貯／3にぷい黄橙

10YR7／2にぷい黄橙

10Ⅵ訂／3にぷい黄橙

10YR7／2にぷい黄橙

2．5Y8／2灰自

2．5Y7／3浅黄

10YR7／3にぷい黄橙

10Ⅵ打／3にぷい黄橙

10YR7／2にぷい黄橙

10YR6／1褐灰

1m6／3にぷい黄橙

10Ⅵ貯／3にぷい黄橙

10YR7／2にぷい黄橙

7．5YR8／3浅黄橙

10YR8／3浅黄橙

10Ⅵ訂／3にぷい黄橙

10YR6／1褐灰

10YR8／2灰自

10YR7／3にぷい黄橙

10YR8／1灰自

10YR8／2灰白

10YR8／3浅黄橙

10YR8／3浅黄橙

10YR8／2灰自

10YR8／2灰白

10YR8／2灰自

10YR8／2灰自

（粕）7．5YR2／2黒褐（断）2．5Y8／2灰白

（粕）7．5YR6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）7．5YR5／3灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（断）1のR7／1灰白

（断）10YR7／3にぷい黄橙

（粕）5Y6／3オリーブ黄（断）2．5Y8／1灰白

（粕）5Y5／2灰オリーブ（断）N7／1灰自

（外）N5／0灰（断）10R5／3赤褐

2．5YR4／2灰赤

（粕）7．5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y5／3にぷい赤褐

（粕）7．5Y6／1灰（断）10YR7／2黄橙

（粕）7．5Y7／3にぷい橙（断）5YR5／4にぷい赤褐

（粕）7．5Y7／1灰自（断）7．5YR6／3にぷい褐

（粕）10Y6／1灰（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）10Y6／1灰（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）10Y5／2オリーブ灰（断）5Y6／1灰

内面煤付着、外面ミガキ

内面煤付着、外面ミガキ

摺目10条／単位、F期

内面に墨書

口縁に煤付着

口緑に煤付着

口縁に煤付着

口緑に煤付着

口縁に煤付着

連房工期

量頭心、底部に籾殻付着

陶胎、高台に墨書「宗」

底部内面に刻印

工型式

Ⅴ期

Ⅴ期

高台内に刻線

胎土日

鉄絵

表2　遺物観察表2
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唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津碗

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津皿

唐津小壷

唐津小碗

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

瓦質鉢

瓦質鉢

瓦質台付鉢

瓦質台付鉢

瓦質火鉢
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底
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9

　

4

底（4．4）

底（5．2）

（7．3）底（4．0）

高（7．5）底（4．7）

口（11．4）高（7．2）底（4．9）

復口（11．4）高（6．9）底（4．0）

復口（11．0）高（6．4）底（3．8）

復口（10．4）高（5．7）底（4．2）

復口（10．2）高（7．5）底（3．8）

口（11．4）高（6．8）底（4．9）

復口（11．2）高（6．8）底（4．8）

口（9．9）高（3．0）底（3．7）

口（10．4）高（3．1）底（4．0）

口（9．3）高（2．8）底（3．8）

復口（10．8）高（3．2）底（3．8）

復口（9．6）高（2．9）底（4．0）

復口（10．0）高（3．1）底（4．6）

口（13．2）高（3．2）底（3．8）

復口（13．2）高（3．6）底（3．4）

復口（10．8）高（2．8）底（3．8）

復口（11．6）高（3．4）底（5．0）

口（11．0）高（3．5）底（3．4）

復口（12．0）高（3．4）底（4．4）

口（11．4）高（3．3）底（4．0）

口（12．6）高（4．1）底（4．6）

復口（13．4）高（3．4）底（4．4）

口（13．4）高（3．6）底（3．8）

復口（12．0）高（3．2）底（5．4）

復口（11．8）高（3．3）底（5．0）

口（13．0）高（3．7）底（4．8）

口（11．8）高（4．3）底（5．0）

底（7．0）

口（6．8）高（3．6）底（2．6）

復口（21．6）最大（23．0）

復口（21．6）最大（24．3）

復口（20．5）最大（22．9）

復口（20．8）最大（24．9）

復口（21．0）高（14．7）最大（24．8）

口（21．6）高（15．2）最大（24．0）

復口（16．0）高（7．8）底（9．0）

復口（16．0）高（7．6）底（8．6）

口（15．0）高（11．9）底（10．0）

口（16．0）高（11．2）底（11．2）

復口（24．0）高（12．6）

（粕）5Y5／6オリーブ（断）7．5YR5／4にぷい橙

（粕）5Y7／7灰自（断）2．5Y7／1灰自

（粕）7．5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）7．5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）5Y6／3オリーブ黄（断）2．5Y4／1赤灰

（粕）10YR6／2にぷい黄橙（断）10YR7／3黄橙

（粕）7．5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）2．5Y6／1黄灰（断）7．5YR7／4にぷい橙

（粕）5YR2／1黒褐（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）5Y7／2灰白（断）2．5Y7／1灰黄

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／2灰黄

（粕）5YR7／2明褐灰（断）10YR7／3にぷい黄橙

（粕）2．5Y7／1灰自（断）7．5YR6／3にぷい橙

（粕）5Y7／2灰自（断）5Y6／1灰

（粕）7．5Y6／1灰（断）N6／0灰

（粕）7．5Y7／1灰白（断）2．5Y7／2灰黄

（粕）5YR6／2灰褐（断）5YR6／3にぷい橙

（粕）7．5Y6／1灰（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）2．5Y6／3にぷい黄（断）5YR6／3にぷい橙

（粕）7．5Y6／1灰（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）2．5Y7／2灰黄（断）2．5Y6／2灰黄

（粕）5Y8／1灰自（断）2．5Y7／1灰自

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）5Y6／1灰（断）10YR7／3にぷい黄橙

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）10YR6／2灰黄褐

（粕）5Y6／1灰（断）5Y7／1灰自

（粕）5Y6／1灰（断）2．5YR5／3にぷい赤褐

（粕）7．5Y4／3暗オリーブ（断）10YR6／1褐灰

（粕）7．5Y4／3時オリーブ（断）2．5Y5／1黄灰

（粕）2．5Y6／3にぷい黄（断）10Ⅵ17／3にぷい黄橙

（粕）2．5Y6／3にぷい黄（断）10YR6／3にぷい黄橙

（粕）N8／0灰自（断）5YR5／3にぷい赤褐

（粕）5Y7／2灰自（断）2．5Y7／1灰白

（粕）5Y6／1灰（断）10YR6／2灰黄褐

（粕）7．5Y6／1灰（断）1m6／2灰黄褐

（粕）5Y5／2灰オリーブ（断）10Ⅵ祖／2灰黄褐

（粕）7．5Y5／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）5Y5／3灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）10YR7／2にぷい黄橙

（粕）5Y5／2灰オリーブ（断）2．5Y5／2黄灰

（粕）2．5Y5／3黄褐（断）10YR7／3にぷい黄橙

（粕）5Y8／1灰自（断）5YM／2褐灰

（粕）5Y6／2灰オリーブ（断）2．5Y7／3浅黄橙

（粕）7．5Y5／2灰オリーブ（断）2．5Y6／1黄灰

10YR8／3浅黄橙

7．5YR7／4にぷい橙

5YR8／3淡橙

2．5Y8／2灰白

7．5YR7／4にぷい橙

7．5YR8／4浅黄橙

（断）2．5YR7／1灰自

（断）10YR8／2灰白

（断）2．5Y8／1灰自

（断）2．5Y8／1灰自

（断）5Y8／1灰自

外面に接合痕

胎土日

胎土日

高台内に刻線

胎土日

胎土日（4）

胎土日（4）

胎土日（4）

胎土日

胎土日

胎土日（4）

胎土日

胎土日（4）、鉄絵

胎土日（3）、鉄絵

砂目（4）

砂目（5）

胎土日（4）

胎土日（4）

砂目（3）、高台に墨書

ロクロ成形

大和I2型Ⅲ－2型式

大和I2型Ⅲ－2型式

大和I2型Ⅲ－2型式

大和I2型Ⅲ－2型式

大和I2型Ⅲ－2型式、内面パケメ

大和I2型Ⅲ－2型式

内面煤付着、外面ミガキ

内面煤付着、外面ミガキ

外面ミガキ

内面煤付着、内外面ナデ

内面煤付着、櫛描波状文

表3　遺物観察表3
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167 瓦質摺鉢 復口 （29．4） 高 （14．0） 底 （8．8） （断）10Y R 7／1灰 自 摺目11条／単位、F期、底部に離れ砂付着

168 瓦質摺鉢 復口 （31．0） 高 （14．5） 底 （9．6） （断）5Y 8／1灰白 摺 目9 条／単位、F 期

169 瓦質方形火鉢 長辺 （34．0） （断）5Y 8／1灰 白 外面 ミガキ

170

171

瓦質土釜 復口 （29．4） 最大 （36．7） （断）2．5Y 8／1灰 自

土師皿 復口 （11．6） 高 （2．2） 1m 8／2 灰白

鉄絵172r 唐津碗 口 （10．3） 高 （6．0） 底 （3．6） （粕）、2．5YR 7／2 明赤灰 （断）2．5Y R4／4 にぷい赤褐

S D － 0 4

．173 唐津碗 復口 （11．2） 高 （6．6） 底 （4．8） （粕）7．5Y 6／1灰 （断）10Y R 6／2灰黄褐 高 台に糸切痕

174 唐津碗 口 （11．0） 高 （7．4） 底 （4．5） （粕）7．5Y 6／1灰 （断）N 7／0 灰 高台 に細砂付着

175 土師質土 釜 復 自 （19．6） 2．5Y 8／2灰 白 大和、I 2型Ⅲ－ 2 型式

摺 目 8 条／単位、Ⅳ期

176 瓦質脚付 火鉢 口 （16．7） （断）10Y R 8／1灰自

177 土師質土釜 復 口 （18．0） 10Y R 7／2 にぷい黄橙

178 土師質土釜 復 口 （16．4） 7．5Y R 8／2灰 自

179 備前摺鉢 復口 （31．2） 高 （12．9） 底 （13．3） 10R 6／6赤橙

180 瀬戸 ・美濃天 日碗 復口 （11．7） 高 （5．9） 底 （4．1） （粕 ）5Y R 2／2 黒褐 （断）2．5Y 8／2灰 自 大窯後 I 期

181 唐津碗 復口 （11．5） 高 （7．6）．底 （4．9） （粕）5YR 6／2灰オリーブ （断）10Ⅵ15／4にぷい黄褐 高台に 目跡痕

胎土 日 （4）、高台内に墨書

182 唐津碗 復口 （12．0） 高 （7．4） 底 （4．8） （和）10Ⅵ貯／3 ！こぶい黄橙 （断）10YR 6／3．にぷい黄褐

183 唐津皿 口 （13．7） 高 （3．8） 底 （4．6） （粕）10Y R 6／2灰黄褐 （断）‘10Ⅵ祖／3 にぷい黄褐

184 唐津皿 口 （12．5） 高 （4．3） 底 （4．0） （粕）・10Y R 6／2灰黄褐 （断）10Y R 6／3 にぷい黄褐 ‘胎土 日 （4）

185 唐津皿 ・ 口 （13．4） 高 （3．8） 底 （4．5） （粕）5Y R 6／1灰 （断）N 7／0 灰 自 砂目 （3）、高台内に墨書及び糸切痕

186 唐津皿 復口 （12．6） 高 （3．7） 底 （3．0） （粕）N 8／0灰 白 （断）5Y R 5／3 にぷい褐 胎土 日 （4）．

187 唐津皿 口 （13．0） 高 （4．3） 底 （4．6） （粕）7．5Y R 6／2 灰褐 （断）7．5Y R 5／4 にぷ い褐 胎土 日 （4）、鉄絵

188 唐津皿 口 （12．7） 高 （4．4） 底 （4．5） （粕）7：5Ⅵ貯／3 にぷい橙 （断）7．5Y R 6／3 にぷい褐 鉄絵

189 唐津皿 口 （12．8） 高 （4．4） 底 （4．1） （粕 ）5Y 5／3灰 机－フや （断）10Y R 6／2灰黄 褐 胎土日 （4）、鉄絵、高台内に刻線

・19 0 唐津皿 口 （13．2） 高 （4．3） 底 （4．4） （粕）7．5Ⅵ祖／3 にぷい褐 （断）5YR 5／4 にぷい赤褐 胎土 日 （3）、鉄絵

19 1 唐津皿 口 （12．5） 高 （4．3） 底 （4・．3） （粕）10Ⅵ打／2 にぷい黄褐 （断）10YR 5／3にぷい黄褐 胎土日 （4）、鉄絵、帝台内に刻線

S lX － 1 3

192 土師皿 口 （12．0） 高 （1．9） 10Y R8／2 灰 自

193 唐津碗 口 （11．0） （粕）7．5Y R 8／1灰自 （断）10Y R 6／3 にぷい黄橙

194 唐津皿 口 （13．1） 高 （4．5）‘底 （4．3） （粕）7．5Y R 8／1灰自 （断）5Y R 6／4 にぷい橙 鉄絵

195 瓦質台付鉢 復底 （10．0） （断）10Y R7／2にぷい黄橙

196 瓦質碧 ‘復 口 （30．0） （断）10Y R 7／1灰自 櫛描波状文 、内面に煤付着

S D ・－0 5

197　 土師皿　　　　 口 （7・5） 高 （1．3）　　　　 1qYⅣ ／2 にぷい黄橙

198 土師皿 口 （8．9） 高 （1．9） 10Y R 8／4 浅黄橙 口縁 に煤付着

199 唐津碗 復口 （11．0） 高 （6．4） 復底 （4．8） （粕）5Y R 7／2 にぷい橙 （断）5Y R 6／4 にぷい橙

200 瓦質鉢 （断）5Y 8／1灰 白 ． 内面煤付着

201 瓦質三脚付鉢 口 （15．6） 高 （8．0） （断）10Y R 7／2にぷい黄橙 内面煤付着

202 土師質土釜 復口 （20．4） 最大 （27．0） 10Y R 7／2 にぷい黄橙 大和 I 2型Ⅲ－1型式 、内面パケメ

203　 土師質土 釜　　　 復口 （23．6） 最大 （27．5）　　　 7．5Y R 8／3浅黄橙 ．　　　　　　　　　　　　　 大和 I 2型 Ⅲ－ 2 型式

S X －13・14間堤内

20月 瓦質瞥　 I復底 （29．0）　　　　 l （断）5Y 8／1灰 白　　　　　　　　 l 内面煤付着

S D － 0 6 A

205　 瓦質三脚付鉢　　 復 口 （13．0） 高 （6．7）　　　 （断）2．5Y 8／1灰白　　　　　　　　　　　　　 内面煤付着

206 瓦質摺鉢 復底 （9．6） （断）5Y 8／‘1灰自 摺 目10条／単位

207　 瓦質火鉢　　　　 口 （26．6） 高 （14．4）　　　　 （断）5Y 8／1灰白　　　　　　　　　　　　　　 外面 ミガキ ・

S D － 0 6 B

208　 土師叩　　　　 口 （7．6） 高 （1．5）　　　　 10Y R 7／3 にぷい黄橙

209 土師皿 口 （7．9） 高 （1．6） 10Y R 8／3 浅黄橙

210 土面皿 口 （7．6） 高 （1．2） 10Y R 7／3 にぷい黄橙

211 土師皿 口 （8．4） 高 （1．5） 10Y R 7／2 にぷい黄橙

212 土師皿 口．（9．4） 高 （1．6） 7．5Y R 7／．2にぷい橙

213 土師皿 口 （9．8） 高 （2．0） 10Y R 8／2 灰白

214 中国製青磁碗 底 （4．2） （粕）5Y 6／3オ リーブ黄 （断）‘N 8／0 灰 底部 内面 に刻 印

2 15 土師質土 釜 7．5Y R 7／4にぷい橙

2 16　 土師質土釜　　　　　　　　　　　　　　　　　 2．5Ⅵ建／1灰 自

表4　遺物観察表4
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土師質土釜

瓦質火鉢

瓦質風炉

瓦質摺鉢

瓦質深鉢

復口（21．4）最大（28．8）

復口（26．0）

復口（24．8）

復底（9．7）

口（30．8）高（26．1）底（25．3）

10YR8／2灰自

（断）5Y8／1灰自

（断）2．5Y8／2灰白

（断）5Y8／1灰自

（断）5Y8／1灰白

大和I2型Ⅲ－1型式

雷文

F期、外面パケメ

SX－0　7

土師皿

土師皿

中国製青磁碗

備前摺鉢

土師質土釜

瓦質摺鉢

瓦質摺鉢

瓦質脚付鉢

瓦質浅鉢

瓦質土管

土師質土釜

瓦質摺鉢

口（7．7）　高（1．4）

口（8．2）　高（1．4）

復底（5．9）

復口（13．0）高（6．1）

復口（23．0）

口（13．6）

復口（24．1）

復口（31．4）高（15．3）復底（10．6）

10YR7／3にぷい黄橙

10YR8／2灰自

（粕）2．5GY6／1オリーブ灰（断）N6／0灰

2．5YR4／1赤灰

10YR8／2灰自

（断）5Y8／1灰自

（断）5Y8／1灰白

（断）7．5YR7／2明赤灰

（断）5Y8／1灰白

（断）5Y8／1灰自

2．5Y8／2灰自

（断）5Y8／1灰自

底部内面に陰刻

Ⅴ期

D期

C期

内面ミガキ

大和I2型Ⅲ－1型式、煤付着

摺目11条、D期、外面パケメ後ナデ

S D－01

土師皿

瓦質風炉

備前襲

瀬戸・美濃天日碗

中国製青磁碗

備前摺鉢

備前賓

信楽摺鉢

瓦質土釜

瓦質椀

瓦質小壷

瓦質蓋

瓦質鉢

瓦質鉢

瓦質風炉

瓦質摺鉢

瓦質摺鉢

瓦質摺鉢

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師皿

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

土師質土釜

口（7．6）　高（1．4）

復口（13．8）高（7．7）復底（4．3）

底（5．4）

口（11．2）高（3．4）

復口（13．3）高（11．1）底（11．3）

復口（33．8）

復口（33．5）

底（9．6）

口（7．3）　高（1．5）

口（7．5）　高（1．4）

口（7．2）　高（1．4）

口（7．6）　高（1．6）

復口（8．4）　高（1．4）

口（8．1）　高（1．9）

口（8．1）高（1．6）

復口（12．6）高（1．6）

復口（12．8）高（2．5）

復口（16．4）最大（24．9）

復口（16．5）最大（25．8）

2．5Y7／2灰黄

（断）5Y8／1灰自

10YR5／1褐灰

（粕）7．5YR4／3褐（断）5Y8／1灰自

（粕）5GY6／1オリーブ灰

2．5YR5／1赤灰

2．5Y4／1黄灰

（外）5YR5／2褐灰

（断）5Y8／1灰白

（断）5Y8／1灰自

（断）5Y8／1灰自

（外）5Y6／1灰

（断）2．5Y7／1灰自

（断）5Y8／1灰自

（断）5Y6／1灰自

（断）5Y7／1灰自

（断）5Y7／1灰自

（断）7．5Y8／1灰自

2．5Y7／2灰黄

2．5Y8／2灰自

2．5Y7／2灰黄

2．5Y8／2灰白

2．5Y8／2灰自

2．5YR6／4にぷい橙

2．5Y7／3浅黄

5Y8／1灰自

2．5Y8／1灰白

10YR7／2にぷい黄橙

10YR6／1褐灰

10YR7／3にぷい黄橙

10YR7／2にぷい黄橙

2．5Y8／2灰自

10YR7／3にぷい黄橙

2．5Y8／3淡黄

10YR7／3にぷい黄橙

2．5Y8／3浅黄

7．5YR7／4にぷい橙

古瀬戸後Ⅲ期

鍔以下に煤付着

摺目8条、D期、外面パケメ

摺目7条／単位、D期

摺目7条／単位、D期

内面煤付着

外面煤付着

外面全体に煤付着

鍔以下に煤付着

外面全体に煤付着、内面パケメ

外面全体に煤付着

内外面ともに煤付着

鍔以下に煤付着

鍔以下に煤付着

大和I2型ト1型式、煤付着

大和I2型I－2型式、煤付着

大和I2型エー2型式、内面パケメ

表5　遺物観察表5
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271 土師質土釜

復 口 （18．8） 最大 （26．6）

10Y R 8／2 灰 自 大和I2型 I－1型式、内面ノ、ケメ

272 土師質土釜 2．5Y 8／2 灰 自 大和I2型 I－2型式、煤付着

S D － 1 5

2 73 土師皿 口 ．（6．6） 高 （0．9） 10Y R 8／3 浅黄橙

後期様式 工期

274 土師皿 口 （7．0） 高 （1．6） 5Y R 6／4にぷい橙

275 土師皿 口 （8．2） 高 （1．6） 5Y R 5／6時赤褐

276 土師皿 口 （8．9） 高 （2．1） 5Y R 6／4にぷい橙

277 土師皿 口 （8．9） 高 （2．0） 2．5Y R 5／6暗赤褐

278 土師皿 口 （9．2） 高 （2．5） 10Y R 8／1 灰白

279 古瀬 戸平碗 復口 （11．0） 高 （6．6） 底 （5．0） （粕 ）5Y 7／3浅黄 （断）2．5Y 8／2灰 自

280 土師質土釜 復口 （18．4） 10Y R 8／2 灰白 鍔以下に煤付着

．281 土師質土釜 復口 （20．8） 10Y R 8／2 灰自 鍔以下に煤付着

摺 目9 条／単位、A 期

282 土師質土釜 復口 （26．0） 7．5Y R 6／4にぷい橙

283 瓦質摺鉢 復口 （14．8） 高 （11．6） 復底 （13．4） 10Y R 8／2灰自

S ＿D － 0・7

284 土師皿 口 （6．9） 高 （1．7） 5Y R 6／6橙

錯以下 に煤付着

285 土師皿 口 （7．1） 高 （1．6） 7．5Y R 7／4にぷい橙

286 土師皿 口 （6．9） 高 （1．6） 5Y R 6／6橙

287 土師質香炉 高 （9．3） 底 （10．8） 最大 （15．5） 7．5Y R 8／3浅黄橙

288 中国製青磁碗 口 （15．6） 高 （6．6．） 底 （6．2）

復 口 （18．0） 最大 （23．2）

復 口 （14．5）

（粕）10Y 6／1灰 （断）10Y 6／1 灰

289 土師質土釜 10Y R 8／3 浅黄橙

290 土師質土釜 10Y R 8／3 浅黄橙 錯以下 に煤付着

29 1 瓦質土釜 （断）5Y 8／1灰白 内面パ ケメ

292 瓦質摺鉢 （断）5Y 8／1灰自 A 期

293 瓦質摺鉢 （断）5Y 8／1灰自 A 期

294 瓦質土釜 （断）5Y 8／1灰自

295 瓦質土釜 復 口 （31．0） （断）5Y 8／1灰自

S D － 1 4

296 土師皿 復 口 （8．6） 高 （2．1） 5Y R6／4にぷい橙 煤付着

297 瓦器椀 復 口 （8．6） 5Y 8／1灰 自 Ⅳ－D 型式

298 土師質土釜 復口 （22．2） 10Y R 8／2 灰自

S D － 1 3

299 土師皿 復口 （6．4） 高 （1．4） 10Y R 8／1 灰自

全面に煤付着

Ⅳ－ C 型式

300 土師皿 復口 （7．4） 高 （1．6） 10Y R 8／1 灰自

301 土師皿 口 （7．2） 高 （1．0） 10Y R 8／2 灰自

・302 土師皿 復口 （7．6） 高 （2．0） 10Y R 7／3 にぷい黄橙

303 土師皿 復口 （9．0） 高 （2．8）

復 口 （10．3）

7．5Y R 6／4にぷい橙

304 瓦器椀 5Y 8／1 灰白

30 5 瓦質摺鉢 2．5Y 8／1 灰自 A 期

306 土師質土釜 10Y R 8／2灰 白

307 土師質鉢 10Y R 8／2灰 自

308 土師質鉢 復 口 （12．4） 10Y R 7／3 にぷ い黄橙

309 土師質土釜 復 口 （24．8） 10Y R 8／2 灰 自

S B －0 1

310 須恵器 杯蓋 復 口 （16．2） 2．5Y 6／1黄灰 飛鳥 Ⅲ型式

311 須恵器 杯 復 口 （9．6） 高 （3．2） N 5／0灰 飛鳥 Ⅲ型式

S B － 0 2

312 須恵器杯蓋 復口 （14．2） 5Y 6／1灰 飛鳥 Ⅳ型式

S D － 1 7

313 弥生土器高塀 口 （18．6） 高 （18．7） 裾 （13．1） 7．5Y R 6／4 にぷい橙 Ⅳ様式

瓦

314 軒平瓦

直 （14．0）

N 5／0灰 連珠文

左三巴文、煤付着

315 軒平瓦 N 5／0灰

316 軒丸瓦 （外）N 5／0 灰 （断）5Y 8／1灰 自

317 軒丸瓦 直 ・（13．6） （外）N 4／0灰 （断）N 6／0 灰 右三巴文

3 18 軒丸瓦 10Y R 7／1灰 白 重囲文

表6　遣物観察表6
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NG 器　 種　 名 計　 測　 値 （血） 材　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

S－1 火打石 幅 （61．4） 高 （47．3） 厚 （20．5） サ ヌカイ ト SD －04 1層

てづ くね

S 2 火打石 ＿ 幅 （58．3） 高 （43．2） 厚 （24．1） サ ヌカイ ト 北側小満

S 3 火打石 幅 （58．4） 高 （40．6） 厚 （2 6．2） サ ヌカイ ト SD －02 3層

S－4 火打石 幅 （50．0） 高 （4 3．0） 厚 （14．0） サ ヌカイ ト SX O4

S－5 火打石 幅 （40．2） 高 （34．6） 厚 （26．2） 石英 SD －02 3層

S－6 火打石 幅 （17．9） 高 （33．0） 厚 （16．8） チ ャー ト 包含層

争7 砥石 （下砥） 高 （94．8） 幅 （59．3） 厚 （12．2） 緑泥片岩 SD －04 1層

S－8 砥石 （下砥） 高 （80．2） 幅 （64．8） 厚 （13．2） 粘板岩 SD －02 2層

S－9 砥石 （下砥） 高 （94．9） 幅 （50．6） 厚 （23．5） 片岩 S．T Ol

S－10 凹み石 高 （64．7） 幅 （62．3） 厚 （36．0） 片岩 S D－02 3層‘

S－11 砥石 （置砥） 高 （130．0） 幅 （96．2） 厚 （67．5） 粘板岩 S D－02 3層

S 12 五輪塔 （空輸） 直 （159．2） 花 崗岩 S D－02 3層

D －1 土製円盤 長 （28．0） 短 （25．2） 厚 （9．2） 瓦質土器 S D－02 2層

D －2 土製円盤 長 （32．4） 短 （30．1） 厚 （9．2） 瓦質摺鉢 S D－02 3層

D －3 土製円盤 ‘ 長 （33．2） 短 （30．5）・厚 （8．2） 瓦質土器 S D－02 2層

D －4 土製円盤 直 （32．2） 厚 （10．9） 瓦質土器 S D－02 3層

D －5 土製円盤 長 （36．3） 短 （33．8） 厚 （8．1） 瓦質摺鉢 S D－02 3層

D－6 土製円盤 直 （33．4） 厚 （12．1） 瓦質土器 S D －02 ‾3層

D－7 土製円盤 ・ 直 （33．8） 厚 ‾（12．3） 瓦質土器 SD －02 3層

D－8 土製円盤 長 （38．0） 短 （33．4） 厚 （10．6） 瓦質土器 SD －02 3層

D－9 土製 円盤 直 （33．2） 厚 （10．9） 瓦質土器 SD －02 1層

D－10 土製 円盤 長 （37．2） 短 （34．8） 厚 （8．1） 瓦質土器 SD －02 3層

D－11 土製 円盤 長 （36．7） 短 （34．1） 厚 ・（10．5） 瓦質土器 SD －02 2層

D－12 土製 円盤 長 （36．7） 短 （3牛1） 厚 （10．5） 瓦質土器 SD －02 3層

D－13 土製 円盤 長 （4 1．2） 短 （32．0） 厚 （11．4） 瓦質土器 SD －02 3層

D－14 土製 円盤 長 （42．1） 短 （40．2） 厚 （9．8） 瓦質土器 SD －02 3層

D－15 土製 円盤 長 （37．9） 短 （33．8） 厚 （8．5） 土師質土釜 SD －02 2層

D －16 土製 円盤 長 （40．2） 短 （37．2） 厚 （9．1） 土師質土釜 SD －02 1層

D －17 土製 円盤 長 （40．0） 短 （37．0） 厚 （11．1） 瓦質土器 SD －02 2層

D －18 土製 円盤 直 （37．8） 厚 －（11．6） 瓦質土器 SD －02 2層．

D －19 土製 円盤 長 （44．3） 短 （37．7） 厚 （9．7） 瓦質土器 SD －02 2層

D －20 土製 円盤 長 （40．9） 短 （36．5）‾　厚 （9．1） 陶器 SD －02 3層

D －21 土製 円盤 直 （48．2） 厚 （7．3） 瓦質土器 （碧？） SD －02 2層

D －22 土製 円盤 長 （49．5） 短 （43．1） 厚 （12．1） 瓦質土器 SD －02 2層

D －23 土 製円盤 直 （47．0） 厚 （＆1） 瓦質土器 SD －02 2層

D －24 土製 円盤 長 （52．8） 短 （49．2） 厚 （10．9） 備前碧 SD －02 3層

D －25 土製 円盤 直 （52．6） 厚 （15．9） 瓦質土器 SD －02 3層

D －26 土製円盤 長 （55．3） 短 （50．2） 厚 （10．1） 瓦質土器 包含層

D －27 犬形土製品 現長 （51．0） 現高 （40．0） SD －02 3層
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調査期間 調査面積
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調査原因

市 町 木遺跡番口

まつかさ馬　 司．遺　跡
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馬　 司　遺　跡 集落 中世～近世 集落内区画溝・ 中世土器・陶磁器 1620年代の良好
土坑 近世土轟・陶磁器 な一括資料が出土
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1調査区東半空中写真（上が北）

2　調査区西半空中写真（上が北）



1調査区全景空中写真（東上空より）

2　調査区全景空中写真（西上空より）
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2　小字「堂ノ前」地区の土層（北東より）※図15に対応



1SD－02　2層遣物出土状況（南より）

2　SD－02　3層遺物出土状況（北より）
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1調査区東半完掘状況（南西より）

2　調査区西半完掘状況（北東より）



1SD－02　完掘状況（南東より）

2　SX－13・14　完掘状況（南より）
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1SD－01・02およびSD－17　完掘状況（北東より）

2　SD－17　遺物出土状況（東より）　※図20に対応
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SD－021層出土遺物および2層出土遺物①
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SD－02　2層出土遺物（彰
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SD－02　2層出土遺物（郭
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SD－02　2層出土遣物（彰
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SD－02　2層出土遣物⑥および3層出土遺物①
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SD－02　3層出土遺物③

図
版
1
6
　
馬
司
遺
跡
　
遺
物



図
版
1
7
　
馬
司
遺
跡
　
遺
物

で’一

．■

γ

SD－02　3層出土遣物④
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SD－02　3層出土遺物⑤
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SD－02　3層出土遣物⑥
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SD－041層出土遣物および2層出土遺物①



図
版
2
2
　
馬
司
遺
跡
　
遺
物 l＿・轟き‾一重義て芸子‾－1、1．

ふふ∴　＿J

184

187

SD－04　2層出土遺物②
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SD－04　2層出土遺物③およびSX－13、SX－13・14間場内・SD－06A出土遺物
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SD－012層出土遺物③およびSD－15出土遺物
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SD－13・SB－01・SB－02出土遺物および瓦・石製晶
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